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開 議 午前１０時０２分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

 11番 立 花 國 雄 議員 

 

 12番 柏 﨑 利 信 議員 
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議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

 

 

 

事務局長 

（袴田光雄君） 

 

 おはようございます。 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

礼。 

ご着席ください。 

 

開会宣告 佐々木議長 おはようございます。 

会議に入る前に介護福祉課長から、きのうの答弁で訂正したい

旨の申し出がありましたので、発言を許します。 

介護福祉課長。 

 

 介護福祉課長 

（倉舘広美君） 

昨日の議案審議に際しまして、私の答弁、一部誤りがありまし

たので、訂正し、お詫びさせていただきます。 

議案第１９号、おいらせ町介護保険条例の一部を改正する条例

についての議案審議におきまして、４番、楢山議員からの在宅介

護をしている家族に対しての助成についてのご質問に対しまし

て、要介護５で１年間介護保険サービスを利用していない方を介

護している家族に対しまして年間１０万円を支給する制度があ

りますという旨の答弁をいたしましたが、要介護５の部分を要介

護４または５で住民税非課税の世帯と訂正させていただきます。

大変申しわけございませんでした。 

 

会議成立 

開会宣告 

佐々木議長 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しております

ので、本日の会議を開きます。 

なお、６番、川口弘治議員は若干おくれるとの申し入れがあり

ました。 

 

  （開会時刻 午前１０時０２分） 

 

 佐々木議長 昨日までの審議は、議案第２０号、おいらせ町道路占用料徴収

条例の一部を改正する条例についてまで審議が終わっておりま

す。 
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よって、本日は議案第２１号、おいらせ町病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正する等の条例についてから審議を行う

ことになります。これから議事に入ります。 

 

 佐々木議長  日程第１、議案第２１号、おいらせ町病院事業の設置等に関す

る条例の一部を改正する等の条例についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、議案第２１号についてご説明申し上げます。 

 議案書１０１ページから１０２ページになります。 

本案は、昨年の１１月から休止している訪問看護ステーション

事業について業務に従事する人員の確保ができないことや平成

７年４月の開設当初に比較し、現在では民間事業者の参入やその

他の福祉サービスの充実が図られていることに加え、事業再開へ

の要望や意見等も特になかったものであり、本年３月３１日をも

って廃止することとするものであります。この事業の廃止に伴い

まして関連する条例の改正や廃止が必要となるため、一部改正等

を一括して行う条例を本定例会に提案し、議決を求めるものであ

ります。 

１０２ページをお開きください。 

条例の第１条と第２条では、病院事業の設置等に関する条例及

び保健福祉センター条例の条項に定めてある訪問看護事業に関

する部分を削除するものであり、第３条と第４条では事業の廃止

に伴い、訪問看護ステーション条例及び事業基金条例を廃止する

ものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 （議員席）  ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 
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 （議員席）  ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２１号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席）  ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  日程第２、議案第２２号、おいらせ町防災会議条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 まちづくり防災課長。 

 

当局の説明 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 それでは、議案第２２号、おいらせ町防災会議条例の一部を改

正する条例についてご説明申し上げます。 

お手元の議案書１０３ページから１０４ページになります。 

本案は、国の災害対策基本法の改正されたことを受け、都道府

県防災会議の委員の資格について改正されたことに伴い、町防災

会議の委員の資格に関する規定について所要の改正を行うため

提案するものであります。 

具体的には、委員の要件に関する規定中、これまでは、その他

学識経験者及び公共的団体の構成員のうちから町長が任命する

ものを自主防災組織を構成する者または学識経験のある者のう

ちから町長が任命する者に改めるものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

今、説明がありましたけれども、資料によりますと、２３２ペ

ージですが、自主防災組織を構成する者または学識経験者とあり

まして、今、自主防災組織が大分ふえていると思いますが、今現

在、町内には自主防災組織、何団体あるのか。 
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それから、新たに自主防災組織を構成する者を何人ぐらい加え

るのか。そうすると、定員２０名内というのは、ほかに今まで２

０人で構成されている中からはみ出すのか、各団体からそういう

ふうなのを減らすのか、この点についてお伺いします。 

 

 佐々木議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 今現在、自主防災団体数は２９団体ということになります。 

それから、自主防災団体等の団体を入れた形の委員の構成です

けれども、私どものほうの条例では２０人以内ということで数字

を決めていますけれども、自主防災団体を何人ということで、そ

の２０人の枠の中で調整をさせていただくことという形で私ど

もは今、考えております。特別、何人ということではなくて、そ

の２０人の枠の中で時宜を得た形の人数を調整したいなという

ふうな考えでいます。以上でございます。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ……まだもう１点あったんだけれども、ちょっとそこのところ

が。 

現在２０人が委員として委嘱されていると思いますけれども、

現在の委員の２０人のうち、その自主防災組織を構成する団体か

ら２９団体、今ある中から、例えば３名を、この中に２０名入れ

たら３人が除外される部分が出てくるんじゃないかというふう

なことについては答弁していませんから、そこをまずもう一回答

弁をお願いします。 

 

 佐々木議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 失礼いたしました。お答えをいたします。 

想定では数字的にいって１人団体代表ということを想定して

おります。 

舌足らずで申しわけございません。現在、委員の委嘱は１９名

で２０人枠で１人残っていますので、代表者は１名ということで



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７－ 

想定しております。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 そういうふうな形で１名余っているから、こういうふうな組織

から１名出すというふうな発想も本当の防災意識を高めるさま

ざまな部分からいって本当にそれでいいのかなという思いがあ

ります。２９団体、これからまたふえるわけですから、少なくと

も、この団体のいろいろな意味での組織の各町内そういうふうな

部分で効果をあらしめるためには人数をもっとふやすべきでは

ないか。 

特に海岸線、そういうふうな部分のところの町内会、そういう

ふうなものについては、被災を受けている地区、そういうふうな

ものもあるわけですから、いろいろな意味で取り込んで町を挙げ

て対策をするというふうな考え方も持ってほしいと思います。私

は本当に事務的な発想で、ただ条例改正をしているのかなという

ふうな感じがしてなりません。 

この枠の中でしかいないというふうなことであれば１名しか

入れないというふうなことになると思いますけれども、この中で

町長が任命する者、それから指定の団体、そういうふうなものの

名前が入っていますけれども、減らすことができるのも、団体が

あるんですか。 

 

 佐々木議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 お答えをいたします。 

原則的に防災会議委員は災害対策基本法の中で規定されてい

る委員が指定を受けているのが８割、９割になります。その機関

代表ということで指定をされているのが主でございまして、町長

が任命する部分については９号委任ということで学識経験等公

共団体の構成員、例えば民生委員とか赤十字奉仕団委員長、連合

婦人会会長、現在この３人がなっていますけれども、その中に自

主防災団体１人が加わるというふうな形になっております。あく

までも情報の形の指定委員は町長は任命できませんけれども、そ

の枠の中で適宜委嘱したいというふうな形では調整は可能と受
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け止めております。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席）  ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２２号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 日程第３、議案第２３号、おいらせ町災害対策本部条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

まちづくり防災課長。 

 

当局の説明 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、議案第２３号、おいらせ町災害対策本部条例の一部

を改正する条例についてご説明申し上げます。 

議案書の１０５ページからになります。 

本案は、国の災害対策基本法の一部改正により市町村災害対策

本部の所掌事務に関する規定が整備されたことに伴い、所要の改

正を行うため改正するものであります。 

具体的には、同法を引用する条文の条項番号を改めるものであ

ります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 
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これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２３号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 日程第４、議案第２４号、町道の路線認定についてを議題とい

たします。 

当局の説明を求めます。 

地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

議案第２４号についてご説明申し上げます。 

議案書の１０７ページと１０８ページをごらんください。 

本案は、町道整備事業により整備された緑ケ丘１６号線ほか５

路線の効率的な管理を図っていくため道路法第８条第２項の規

定に基づき、町道として認定するため提案するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２４号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 
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よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 日程第５、議案第２５号、津波避難タワー建築工事請負契約の

締結についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

まちづくり防災課長。 

 

当局の説明 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、議案第２５号、津波避難タワー建築工事請負契約の

締結についてご説明申し上げます。 

お手元の議案書の１０９ページからお願いいたします。 

本案は、平成２７年２月２６日に津波避難タワー建築工事施工

のため株式会社柏崎組ほか１０社により指名競争入札を執行し

たところ、１億４，２７５万円で株式会社カネヒロが落札者と決

定したので、この契約を締結するため、地方自治法第９６条第１

項第５号及びおいらせ町議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得または処分に関する条例第２条の規定により提案するもの

であります。 

本事業は、松原一丁目にある明神山の町有地の一部に鉄筋コン

クリート造り、延べ床面積１７１．９１平米、建物の高さ１３．

６４メートル、南北に階段を配置して屋上も設置し、工期は２７

年１２月１５日までとして津波災害から身を守るための津波避

難タワーを整備するものであります。 

参考資料として、議案書２３７ページから開札一覧表、タワー

の完成予想図などを添付しておりますので、参照方お願いをいた

します。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

４番、楢山忠議員。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

ちょっと確認をさせていただきたいんですけれども、屋上の面

積がちょっとわからない面があるんで、この屋上の面積は幾らな

のか。また、トータルの避難人数は何人になりますか。 
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 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

まず屋上の面積でございますけれども、この建物は四角い形の

真っすぐの形になりますので、今の１７１平米と同等の屋上の広

さになる予定でございます。 

それから計画の避難人数としては、１４１人という計画人数で

復興庁のほうと交渉した経緯がございまして、予算を充てていた

だいておるところでございますが、あくまでもタワーをつくる計

画上の人数でございますので、今後、実際の避難人数とは若干異

なる点を申し添えておきます。 

 

 佐々木議長 ４番。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

屋上１７１平米というふうなことになると、屋上にも避難でき

るというふうな話を前回していましたよね。そうすると、合わせ

ると３００近くの避難ができると考えてよろしいんですか。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

居室がございますので、そこに計画では１４１、屋上にも１４

１人程度は乗れることになりますので、大きさ的には１７１平米

ですけれども、計画人数からいくと１４１人に居室の部分、屋上

の部分に１４１人、逆に階段の上部のほうにも少し乗れるという

形がありますので、私どもとしては３００人以上は一時的には収

容可能というふうに見込んでいるところです。 

 

 佐々木議長 ４番。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

人数はわかりました。けれども、この中に水槽の部分が見られ

ないんですけれども、水槽が上がっているのですか。もし、その

水槽が上がっているのであれば、その備蓄量は幾らなのか、それ

を教えていただきたいと思います。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 
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答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

お答えをいたします。 

水槽、上水道に関しては、ふだんは通常の明神山の防災センタ

ーと同様の形で水道をつないでいます。下水道もつなぎます。災

害時の水につきましては、備蓄関係は、ここに１４１人が３日間

ほど滞在するという計画のもとで、水、食料等を１４１人の３日

分程度備蓄するという形で考えております。 

 

 佐々木議長 ９番、吉村敏文議員。 

 

質疑 ９番 

（吉村敏文君） 

避難タワーなんですけれども、収容人数、その他は今説明でわ

かりましたけれども、避難タワー、どうしても高齢者の方、足の

不自由な方も避難するということも想定されますので、ここにた

どり着くまでというか、行くまでの道路が非常に狭いような気は

しておりますけれども、その辺のところは、この計画の中では今

回は入っているわけでしょうか、入っていないわけでしょうか、

どちらでしょうか。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

結論からいくと、今のタワーの部分について道路の部分は計画

には入っておりませんが、これまでタワー建築のいきさつの経緯

の中で、私どもとしても、その道路の必要性、舗装等の必要性は

認識していますので、タワーができた後に第２段階として考えて

いますよという、これまで答弁をしてきましたので、必要性等に

ついては、今後、第２段階として考える予定でございます。 

 

 佐々木議長 ９番。 

 

質疑 ９番 

（吉村敏文君） 

これは１２月に一応完成の予定というふうな今、説明がありま

したけれども、その第２段階で道路のほう、アクセスに関すると

ころの避難の経路というふうなことも踏まえていくと、これは大

体、今年じゅうにその辺の完成前に構想的なものとか計画的なも

のというのはできてくるものなんでしょうか。 
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 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

お答えをいたします。 

今、道路は第２段階でというお話をさせていただきましたが、

現在引き続き復興庁のほうと、この道路の舗装等について協議を

しているところでございます。私どもとしては、できるだけ交付

金の事業として何とか国の事業費で賄いたいという思いがござ

いますので、その経過の流れによって相当難しいんですけれど

も、できなければまた地域整備課のほうの道路計画の中にでも織

り込んだ形で何とかできるように工夫させていただきたいとい

うことの一応考えでございます。 

 

 佐々木議長 ９番。 

 

質疑 ９番 

（吉村敏文君） 

わかりました。この避難タワー、いろいろなことがありまして、

今ようやく決まったわけなんですが、せっかくつくるわけです。

住民の安全・安心、そして命を守るというふうな目的でこれを建

設するわけですけれども、やはりこれが宝の持ち腐れにならない

ように、やはり有効に使えるような総合的な計画の中で、できる

だけ早めにつくらないと、一日でも早く避難のことに関しての道

路のほうの整備のほうも、できるだけ早く計画を立てるようにお

願いをして終わります。 

 

 佐々木議長 ５番、日野口和子議員。 

 

質疑 ５番 

（日野口和子君） 

この避難タワーの完成予想図を見ていましたけれども、私ども

三重県の大紀町に行って実際に避難タワーに上ってみましたら、

８階建て相当ですから、もう上れないと思っていたけれども、階

段の高さや手すり、それがとてもよく工夫されていたんですよ。

ちなみに、この避難タワーの階段の高さは何センチでしょうか。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

図面の中でいくと、１３．６４メートルに手すりがつくという

形でございます。 
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 佐々木議長 ５番。 

 

質疑 ５番 

（日野口和子君） 

１３．６４メートルというのはちょっと。例えば高齢者の人た

ちにはちょっと無理じゃないかなと思っているんですよ。私自身

も腰、膝、状態がよくないもんですから、あちこちの階段を試し

に歩くんですけれども、一番上りやすい階段の高さが木ノ下小学

校の旧正門のところから入っていくところの階段の高さ、あれが

一番ベストだと私自身は思っております。 

それと手すりもこういうふうに真っ直ぐやっているんじゃな

くて、カーブがついているんですよ。そうすると、つかむ人がよ

いしょと、カーブに肩肘をかけて上るという、すごくやさしい状

況でつくられているんです。ですから、そういう細かいところま

で気を配っていただきたいと思いますけれども、どうでしょう

か。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

これから施工になる段階で、できるだけ弱者にもやさしいよう

なつくりということを意に用いて対応したいと思います。 

 

 佐々木議長 ５番。 

 

質疑 ５番 

（日野口和子君） 

ぜひとも階段の高さというのは一番重要だと思っています、逃

げるときには。高齢者の人たちのほうが、どうしても後手後手に

なるものですから。ましてや当初、建設予定地だった平坦地の人

たちは遠いところから高いところに上がってきますから、そのこ

とも含めてやさしい、道路幅も広げて、平坦地の人たちが直でそ

こに行けるような道路整備や橋ですか、そういうところも整備し

てもらえたらいいんじゃないかなと思っていますが、どう考えま

すか。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 橋もというふうな、道路もということで、ご提案をいただいて
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（中野重男君） いるところですが、まず先ほどの階段の件で少し説明が足りなか

った部分を説明させていただきますが、階段の１段の高さが図面

上からいくと、計算上では今現在、１５センチぐらいの高さ、不

足して説明ができていませんでした。一応高さは１５センチぐら

いになります。 

それから、委員おっしゃるこれからのインフラの関係の整備で

すけれども、もちろんできたからといって全部終わりということ

ではなくて、これから避難訓練とか実動訓練をしながら、どうし

ても過不足が出た場合については、それは随時、問題点として取

り上げて総合的に検討させていただくという形になります。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

建物の現地のほうを何回か行って確認してきました。非常にイ

メージ的にいえば、今現在、生活館的なものが建っている西側の

ほうに用地を確保しているようですけれども、本当にこのスペー

スでいいのかなというふうな疑問を感じているのが１つありま

す。 

２３８ページの写真を見れば、緑に囲まれて広々としているよ

うに写っているんですけれども、私はこういうふうなイメージよ

りも現地の周辺の、こういうふうな形で配置になりますよという

ふうな図面を添付してほしかったなというふうに思っているわ

けです。これらすばらしい環境の中に建つから、いいなというふ

うな感じを受けるわけですが、実際に現地に行ってみればこうい

うふうなものじゃないですよ。それを配慮してほしいというふう

なことで、できれば明神山公園の周辺の上の部分の中で、こうい

うふうなところに配置されますよというふうなものを示してほ

しいというのがまず１つ。 

それから、先ほどの説明の中で復興庁の１００％の予算を当て

にして工事を進めるというふうな話ですけれども、私は災害関係

についてはすべてそういうふうなものの財源というふうなこと

だけでやっていいのかなというふうな。まだ使える金がないわけ

じゃなくて、有効活用しようとすれば、まだあるんじゃないです

か。 
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本当にこの中で、この面積で、先ほどの答弁の中でありますけ

れども、１４１名、１４１名の２８２名、最大使用できるという

ふうなことですけれども、この中で先ほどの説明ですと水とかそ

ういうふうなのは、食料３日分蓄えているけれども、じゃあ、災

害が発生して避難所に行った人が、トイレは水洗トイレだと思う

んですけれども、水洗は災害でもちゃんと使えるのかなというふ

うな。私らの３・１１のときは水洗トイレは使えなかったんです

よ。じゃあ、この施設のそういうふうなトイレ対応というのは、

避難した方に対してはどういうふうな形で考えているのか、説明

をしていただきたいと思います。 

それから、さっき階段の話も出ましたけれども、上までの車椅

子とかそういうふうなスロープとかそういうふうなものが階段

の脇にでもないんじゃないかなと思って見ていますけれども、そ

の辺の対応はどういうふうな形になっているか、これらについて

もお聞かせをいただきたいと思いますし、先ほど６番議員も質問

しましたけれども、周りの道路のアクセス、これをさっきの周辺

とあわせて、こういうふうな形で施設が完成すれば変わっていき

ますよというふうなのがまるっきり示されていないというのは、

どうも片手落ちだなというふうな思いがあります。 

いつごろまでというふうなことで言ったら、完成後というふう

な答弁ですけれども、はっきりその期間を明示して、これまでに

整備して、こういうふうな形で地元に安心・安全なものとしてア

ピールしますよというふうな思いをぜひ聞かせてほしいという

ふうに思いますし、建物が完成したとき、前のときは、たしか目

的外使用はできないというふうな説明だったと思うんですけれ

ども、これも建てっ放しで災害以外に避難訓練以外は使わないと

いうふうなことですか。この点についてお聞かせをいただきたい

と思います。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、お答えをいたします。 

まず配置図の規模ということでございまして、これに添付でき

なかったことはお詫び申し上げます。後刻、配置図については皆

さんにお配りしていきたいと思っております。 
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２つ目の交付金１００％を当て込むという形ですが、震災復興

の形で大変有益な交付金でございますので、町としては当然、努

力をして交付金を何とか町のためにということで今の思いでタ

ワーを含めて交付金事業を計画しております。そこのところはご

理解をいただければと思います。 

それからトイレの件でございますが、水と同じような形になり

ますが、トイレは下水道はつなぐんですけれども、非常時の場合

は簡易トイレを備蓄しておりますので、そういう形で３日間程度

使えるような形の簡易トイレを備蓄して対応ということになり

ます。 

それから階段の件のスロープの件でございますが、当然ながら

車椅子の方も来られる方がいると思いますが、残念ながら私ども

も、この計画を組む段階ではスロープをお願いしていましたけれ

ども、どうしても予算あるいはそのような形で設置はできなくな

りました。その対応としましては、当然ながら誰かが、どなたか

が助けをしてやらなければ上がれないということになりますの

で、今後の実動訓練等の自主防災組織等の組織を活用しながら何

とか弱者対策を構築していきたいというふうに考えております。 

それから道路のアクセス関係の件でございますが、当然ながら

議員おっしゃるように全体計画で計画を組めればよかったんで

すけれども、タワーの位置も変わった、それからガイドラインも

少し変わってタワーの位置も変えたという形がありましたので、

今現在、国のほうとの折衝の中でも川口地区あるいは横道の明神

下の地区にかかわった生活道路も十分本数としては使えるとい

う形でございますので、ただ、経年で舗装の表面が少し崩れてい

る等の支障が若干見受けられるので、簡易舗装なりそれなりの舗

装ができるような形で何とか補修をしていきたいなというふう

な思いで第２段階のというふうなお話でございます。 

ただ、現在、避難計画の中では今使っている、今ある生活道路

で十分、明神山の避難タワーまでは皆さんは行けるというふうに

考察していますので、今のところは実害はないというふうな形で

あります。ただ、将来どうしても経年がありますので、その辺は

意を用いながら計画的な整備は必要かなというふうに思ってい

るところです。 

それから目的外使用の件ですけれども、あくまでも今、避難タ
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ワーをつくるために復興交付金を補助金として申請をして、その

補助金の趣旨に沿って私どもはタワーの設計あるいは面積、建て

位置等も含めて国と相談をしました。 

その結果、こういう目的でタワーをつくるんですよという形が

原則としてありますが、できた暁には当然ながら町が管理をして

いくことになりますので、実動訓練等自主防災組織の意見等、町

内会の意見等聞きながら、その活用については当然、地域の希望

は入ってしかりだと思っておりますので、ご理解をいただきたい

と思います。 

 

 佐々木議長 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

私からも申し上げたいと思います。 

課長が今、申し上げたとおりがほとんどでありますけれども、

津波避難タワーまで行く道路の整備につきましては、これは交付

金は一番ベターな方法でありますけれども、これが叶わない場合

でも、これは整備するという考えでおりますので、何しろ交付金

は国から全部もらってくるわけですので、それに向けて私も今、

努力をしている最中でございますので。 

ただ、なかなか厳しいんですよ。厳しいのを何とか風穴をあけ

てもらってくれれば何千万というのはもらえるわけですので、そ

れで努力して、それが叶わなくてもきちっと避難しやすいような

道路にしていきたいと思っていますから、その点をご理解くださ

い。 

 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

私は、この前の新聞なんかでも災害復興交付金、６割がまだ残

っていると、使っていないというふうな、使えないというふうな

記事があります。そういうふうなのからいきますと、やはり事業

者側のこういうふうな形で使って、こういうふうに整備しなけれ

ばだめだというふうな思いが国に伝わってないんじゃないか。 

今、町長が言う道路整備だって、この施設をつくることによっ

て、こういうふうな避難をするためには、こういうふうな条件整

備をしなければだめだというふうなことで訴えていけば、国に金
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があるわけですから、私はもらえるんじゃないかと思っています

けれども、単体の建物だけで協議していくから私は国のほうもそ

れしか目線がいかないんじゃないかと。あの地域的な地形とかそ

ういうふうなものを含めて、海抜何メーターありますか、川口、

松原。あの辺の実態をちゃんと説明して国にやったら理解しても

らえるんじゃないですか。一番肝心なのは、そこをちゃんとアク

セスがしっかりしなければ建てても意味がないんですよ。 

町長は、それなりにちゃんと自分で責任を持ってやるというふ

うなことで答弁がありましたので、私は理解しますけれども、少

なくともそういうふうな思いを持って国の補助金獲得に当たっ

てほしいなというふうな思いですよ、私は。何かこの仕事をする

について国のほうの規制ばかりを私たちに答弁するんだけれど

も、そうじゃなくて、この施設をつくることによって、こういう

ふうな地域に安心・安全を与える、そういうふうな環境整備はこ

うなりますというふうなものをちゃんと訴えてもらえれば、議会

でもいろいろな議論がなくて簡単に理解して予算を通ると思い

ますよ。この辺やはり担当課長のみならず、いろいろな意味で情

報を提供し合いながら、この事業については対応してほしいとい

うふうなことで要望して終わります。 

 

 佐々木議長 ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２５号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 日程第６、議案第２６号、青森県市町村職員退職手当組合を組

織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組
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合規約の変更についてを議題といたします。 

説明を求めます。 

総務課長心得。 

 

当局の説明 総務課長心得 

（成田光寿君） 

それでは、議案第２６号についてご説明申し上げます。 

議案書の１１１ページから１１２ページになります。 

本案は、当町が加入しております青森県市町村職員退職手当組

合において、構成団体の１つである青森地域広域消防事務組合が

本年３月３１日をもって解散すること及び共同処理する事務の

変更に伴いまして、本組合に加入している組織団体の減少と本組

合の規約について変更する必要が生じたため、地方自治法第２８

６条第１項及び第２９０条の規定により提案するもので、構成し

ている団体において同じ手続を行うものであります。 

なお、規約の施行期日は本年４月１日からであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２６号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 日程第７、議案第２７号、青森県新産業都市建設事業団に委託

すべき事業に関する計画の一部変更に係る協議についてを議題

といたします。 

当局の説明を求めます。 
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企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（小向道彦君） 

それでは、議案第２７号についてご説明申し上げます。 

議案書の１１３ページ、１１４ページをごらんください。 

本案は、青森県新産業都市建設事業団の事業に係る一般管理費

のうち平成２６年度において負担する額の次に平成２７年度に

おいて負担する額を加えるため、地方自治法の一部を改正する法

律、附則第３条による改正前の地方自治法第３００条第１項の規

定により提案するものであります。 

なお、当町が平成２７年度において負担する額は１８万５，０

００円であります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２７号について採決をいたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 日程第８、議案第２８号、平成２６年度おいらせ町一般会計補

正予算（第６号）についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（小向道彦君） 

それでは、議案第２８号についてご説明申し上げます。 

議案書の１１５ページをごらんください。 
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本案は、既定予算の総額から歳入歳出それぞれ６，１４９万２，

０００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１０７億２，

２０３万８，０００円とするものであります。 

歳入歳出の主なものについてご説明申し上げますので、事項別

明細書をごらんください。 

まず歳出の主な内容につきまして、ご説明申し上げます。 

２２ページをごらんください。 

３款１項１目社会福祉総務費の臨時福祉給付金は事業費の確

定により１，４８０万円を減額しております。 

２４ページをごらんください。 

３款２項２目児童措置費の保育所運営費は国基準保育料単価

の改定等により２，２７７万４，０００円を増額しております。 

２５ページをごらんください。 

４款１項２目予防費の乳幼児等予防接種委託料は、これまでの

実績と今後の見込みにより１，１６９万４，０００円を減額して

おります。 

２６ページをごらんください。 

４款２項１目清掃総務費の十和田地域広域事務組合塵芥処理

費負担金は見込額の変更により１，８４９万４，０００円を減額

しております。 

２７ページをごらんください。 

５款１項３目勤労者研修センター運営費の勤労者研修センタ

ー改修工事費は、おいらせコールセンターの移転に伴うもので、

９８４万１，０００円を計上しております。 

３１ページをごらんください。 

９款１項１目非常備消防費の八戸地域広域市町村圏事務組合

消防費負担金は見込額の変更によるもので、１，０４５万６，０

００円を減額しております。 

３２ページをごらんください。 

９款１項３目、災害対策費の百石道路避難階段等整備工事費は

１，８００万円の減額、生活経済活動復興支援助成金は１，５６

０万円の減額で、それぞれ執行見込みによるものであります。ま

た、東日本大震災復興交付金基金積立金は交付金の確定により

４，２６７万９，０００円を増額するものであります。 

３７ページをごらんください。 
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１０款４項８目阿光坊古墳群保存整備費の阿光坊古墳群保存

整備工事費は額の確定によるもので、９８９万９，０００円を減

額しております。 

次に歳入の主な内容についてご説明申し上げます。 

７ページをごらんください。 

１４款２項２目民生費国庫補助金の臨時福祉給付金給付事業

費補助金は１，４８０万円の減額及び同項６目消防費国庫補助金

の東日本大震災復興交付金は、４，２６７万９，０００円の増額

で、それぞれ額の確定によるものであります。 

９ページをごらんください。 

１５款２項１目総務費県補助金の核燃料物質等取扱税交付金

は額の確定により４，９４０万円を増額しております。 

１１ページをごらんください。 

１８款２項１目財政調整基金繰入金は歳入歳出の調整により

１億２，７７２万２，０００円を減額し、同項７目東日本大震災

復興推進基金繰入金は歳出にあわせ、３，８１８万３，０００円

を減額しております。 

３９ページから４１ページをごらんください。 

給与費明細は特別職、一般職の給料及び手当等の変更について

示したものであります。 

４３ページ、４４ページをごらんください。 

債務負担行為に関する調書では補正を反映させた平成２６年

度以降に支出する予定の８事業の調書を作成しております。 

４５ページ、４６ページをごらんください。 

地方債に関する調書は当該年度中元金償還見込額の変更を反

映させた元金の増減見込額と年度末の現在高見込額を示したも

のであります。 

議案書に戻りまして、１２０ページをごらんください。 

第２表繰越明許費では地方自治法第２１３条第１項の規定に

より翌年度に繰り越しして使用することができる経費として４

事業を設定いたしました。 

１２１ページをごらんください。 

第３表、債務負担行為では、１件を平成２６年度から４６年度

までの期間で設定いたしました。 

１２２ページをごらんください。 
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第４表地方債補正では、１件の事業の借入限度額を変更いたし

ました。 

なお、先般行われました議員全員協議会において説明した地方

創生関係の予算につきましては、国から示された日程に基づき進

めておりましたが、内容及び事業費が変更となる可能性があった

ことから今回の補正予算には計上せず、地方創生関係の予算のみ

を調整した補正予算を編成し、本定例会の最終日に追加提案をさ

せていただくこととしましたので、ご理解いただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

 

 佐々木議長 ここで１１時１０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午前１０時５４分） 

 佐々木議長 休憩を取り消し、会議を開きます。 

  （再開 午前１１時１０分） 

 佐々木議長 これから質疑を受けます。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入全款についての質疑を受

けます。３ページから１３ページまでです。 

質疑ございませんか。 

３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

それでは、４ページの１２款２項１目民生費負担金のところで

すけれども、保育料が１９６万１，０００円の増、それから滞納

繰越分が１６９万９，０００円増になっています。これは滞納繰

り越しについては徴収結果と思われますが、実際の滞納の調定額

というのは幾らぐらいになっているか、お知らせをいただきたい

と思います。 

今、３月補正でこれだけ確実に入ってくるというふうな見込み

のようですので、計上した根拠、これとあわせて答弁をいただき

たいと思います。 

それから５ページのところですけれども、使用料及び手数料の

３目衛生使用料のところの霊園使用料が１９５万、これは３月で
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１９５万ということは当初予算で計上できなかったのか、ここの

ところも１つ説明をいただきたいと思います。 

それから７ページ、消防費の国庫補助金、１４款２項６目の東

日本大震災交付金が４，２６７万９，０００円となっていますけ

れども、補助金が来て歳出のほうではそのまま積み立てになって

いますけれども、使えない、今、確定された経過というのも説明

をいただきたいと思います。 

それから９ページ、１５款２項１目の総務費補助金ですけれど

も、県核燃料物質等の交付金も４，９４０万、３月もまもなくで

終わるわけですけれども、こういうふうな高額な交付金というの

は、もっと早めに１２月補正、そういうふうなものに計上できな

かったのか、なぜ今なのかを説明をいただきたいと思います。 

以上です。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

それでは、お答えいたします。 

保育料の滞納繰越分のご質問ですけれども、調定額について

は、当初予算で１００万円ほど計上しております。これにあわせ

て今回１６９万９，０００円ほど計上いたしました。合わせて２

６９万９，０００円が調定額としております。例年このくらいの

数字が調定として立てられると、収入として入ってくるというふ

うなことになっております。 

その徴収方法については、ちなみにここであれなんですけれど

も、本来は口座への振り込みになっておりますけれども、この滞

納のある方については児童手当のときに児童手当のほうから引

き落としするよというふうなことで了解を得て、そして徴収に当

たっているというふうなことなので、例年このくらいの金額を徴

収しているというようなことであります。 

以上です。 

 

 佐々木議長 環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 お答えをいたします。 
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(松林由範君) 霊園の使用料の件でございますけれども、霊園使用料について

は当初で第１種、大きいほうの区画なんですが、これを１区画分、

それから第２種、小さいほうの区画、９区画分、合わせて１０区

画を既決、当初でも予算措置をしているわけですが、今年度比較

的、いわゆる売れ行きというか、使用する申し出が多いこともあ

りまして、現時点で１種が３区画、２種が１４区画の１７区画合

わせて使用の申し込みがあったということで、そのふえた分を今

回、増額の補正をしたということでございます。 

 

 佐々木議長 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

１５款２項１目の県核燃料物質等取扱税交付金の４，９４０万

円の補正ですけれども、１２月に額の確定通知書が来たため１２

月補正に間に合わなくて３月補正となりました。 

以上であります。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、東日本大震災復興交付金についてご説明申し上げま

す。 

補正額につきましては、４，２６７万９，０００円とあります

けれども、これにつきましては、この交付金は基金造成型という

形をとっておりますので、今回この４，２６７万９，０００円は

補正額というとらえ方ではなくて調整した既決予算から今回、第

１１回の申請を経た形で交付された金額の差し引きした基金の

中での調整額が４，２００という形で受け止めていただければと

思います。 

基金造成型ですので既決でいただいている予算は、その１事業

執行残あるいはそれらの残も基金の中に入っていますので、それ

らの残を見込んだ形で国からその余っている精算をしないで、そ

の基金に入れた部分をそのまま活用しながら次の事業に生かし

てくださいよというやり方をしますので、今回こういう形の少な

い、４，２６７万９，０００円の調整額という形の補正というこ

とになります。全体の事業としては、第１１回の申請としては６

件ほどの補助をいただいている形になります。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２７－ 

以上です。 

 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

分担金、負担金の件については、いろいろな意味で徴収の対策、

そういうふうなものがよくとられているなというふうに感じま

した。簡単に、口座振替ですと事務所でも簡単でぱんぱん終わる

わけですけれども、それによってまた滞納がふえるというふうな

ことも懸念されますので、そういうふうな対応の仕方というの

は、さすが職員の英知が出ているなというふうな感じで評価をし

たいと思います。 

実際に今年度の未収額の見込みというのが、もしわかれば、こ

の１点だけ教えていただきたいと思います。 

それから、１２款の使用料のところについては、使用料が１７

区画ということは、実際に霊園は１７区画が処分になったのかも

１つ確認をしたいと思います。使用料ということは年間で使用し

ていて所有が移るのかどうか、この辺ちょっと説明をいただけれ

ば理解できると思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

それから、７ページのところですけれども、消防費の補助金の

ところ、私、さっき聞いてもちょっと、基金造成型の復興交付金

だというのは理解できたんですけれども、補正前の額が１億５，

６６６万３，０００円、補正額が４，２６７万９，０００円で１

億９，９３４万２，０００円が予算現計になるわけで、じゃあ、

この金というのは、予算はとっているけれども、歳出のほうにい

った場合に全部基金に充てられるのかどうか。 

どうもこの辺、今の説明ですと、よく私は理解できないんで、

もう一回。ほかの事業とかそうじゃなくて、やはり１億９，９０

０万円というのは、例えば歳出のほうでいけば積み立てに幾らい

きますよ、１億９，０００万のうち１５は積み立てられています、

それから残りの部分は、こうこうこういうふうな事業でゼロにな

りますよというふうなのであればいいんですけれども、ちょっと

私、理解に苦しみましたので、もう一回説明をいただきたいと思

います。 

終わります。 
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 佐々木議長 答弁を求めます。 

町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

大変申しわけございません。未収金の関係については手持ち資

料がございませんので、後刻お知らせしたいと思います。 

それで先ほど言いました調定の額も先ほど２６０万と言いま

したけれども、これは今回入ってくる金でありまして、調定はも

っともっと多い額になっておりまして、その差額を引いたやつが

今回の見込額になるというふうなことなので、後刻お知らせした

いというふうに思います。 

 

 佐々木議長 環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

(松林由範君) 

お答えをいたします。 

霊園の使用料でございますけれども、これはいわゆる永代使用

料と言われるものなんですが、要するに使用区画を売買して登記

が移るとかというものではなくて、あくまでも利用権を使用料を

払って取得するというものでございますので、それを通常、区画

を販売したとかという表現はしておりますが、正確には利用権を

利用したい方に与えて墓地として使用していただくというもの

でございます。 

以上です。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、お答えをいたします。 

まず、復興交付金は基金造成型と説明をいたしました。交付金

の性格上、事業を申請をして、その申請が認められますと、一た

ん町の基金をつくっていますので、そこに一たん内示額が入れさ

せていただいて基金に積み立てをします。そして、その事業が執

行の状況によって当年度分、例えば５，０００万なら５，０００

万確定して支払いを迎えたら５，０００万支払う、その基金から

取り崩して一般会計に充当して支払うという形をとっています。

あくまでも基金に一たん積み立てて、そして歳入歳出を調整をし
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て支払いが来たら支払う。そして、その基金はあくまでも国が認

めた部分しか取り崩しはできませんので、あくまでも事業が確定

あるいは支払いの段階を迎えた金額のみを基金から差し引いて

支払うような形、そして、国が認めないものについては、その基

金に残っていくという形になります。それが基金造成型の特徴で

ございます。 

よって、これまで私どもの当町でやってきた２４年度事業から

ずっと累積していっている執行残がございますので、その執行残

を常に申請する段階で明確にされていますので、その残りを有効

に使ってくださいよという形で書類だけの調整という形が図ら

れていきます。 

その結果、今回の４，２００という数字が出てくるわけで、１

つ１つは申請を経てヒアリングを受けて、そしてヒアリングの内

容で精査を受けた形で１事業が幾らという事業費の中の交付額

がきちんと定められていますので、今回、第１１回、今までもそ

うですけれども、第１１回の申請は６件程度の事業の中身が交付

されていますよと。一たん基金には入ります。そして基金から使

用分を崩して支払っていくという流れでございます。 

 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

墓地の永代使用料の件については、なるほどと思いましたけれ

ども、実際に町の墓地の管理規定がたしかあって、町の町有墓地

があるはずですけれども、これらも同じような形ではないと私は

思っていますけれども、この違い。 

町内会のほうで見ますと、１区画５万近くで金をとっているわ

けですよ。そのほかに管理料として１年に２，５００円なら２，

５００円いただいて管理しているわけですけれども、これでいき

ますと、所有は町のほうに土地があって、あくまでも提供して使

用させると。そうすれば、墓石とかそういうふうなのが、そこで

設置をされたりした場合、今度その引き継ぐ人がない、子どもが

なくて全く管理する、使用する人が亡くなった場合の処理の仕方

というのはどうなるんですか。墓石とかそういうふうなのは、そ

のまま建てておくんですか。この辺をちょっと。 

私のほうの場合ですと、身内さまざまな調査をして管理料なん
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かいただいていますけれども、それでもどうにもならないのが、

これから少子化の時代になれば出てくると思います。ですから、

その辺これからの見通し、そういうふうなものを１つお聞かせを

いただきたいと思います。 

それから、消防の国庫補助金ですけれども、私は補助金ですか

ら、少なくともその事業に補助金を充当して歳出でちょうどゼロ

になるんじゃないかというふうな認識をもってあったんだけれ

ども、例えば事業の確定をするということは、当初計画で１００

の計画をして入札したら９０になって事業が９０で終わったと、

そういうふうな場合、１０を基金造成をして残しておくというふ

うなことなのか、簡単に数値だけ、経費は要りませんけれども、

流れ的なのをもう一回。私は、そういうふうな形で執行残が出て

基金造成をするんだというふうなのであれば、なるほどなと思い

ますけれども。 

そうすると、今、執行残になっている金額は幾らあるのか。国

のほうと話をしたら、この執行残も使えるというふうなことです

から、そういうふうなのであれば、私がさっき質問した明神山の

防災センターの道路とかそういうふうな、町長がやりますという

ふうな道路の整備でも充当できるんじゃないですか。そういうふ

うな活用の仕方というのも次に生まれてくると思うんですけれ

ども、この点お聞かせをいただきたいと思います。 

 

 佐々木議長 環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

(松林由範君) 

お答えをいたします。 

利用者が亡くなった場合の取り扱い、死亡等によって、通常で

あれば、その子等が引き継ぎをして利用権の承継ということで手

続をとって引き続き利用を続けるわけですが、その利用する者の

祭祀を主催する者、いわゆる跡を継ぐ者がない場合は、利用権が

消滅をするという規定になっております。 

よって、当然そういう事態になれば本人は亡くなる、承継する

者もいないとなれば、誰も管理する者がなくなるということです

から、当然、管理者である町が最終的には片づけをして整理をす

るということになろうかと思いますが、霊園はまだ始まってそん

なに時間がたっていませんので、今のところは、そのような事態
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にはなっておりませんが、今後５年、１０年のうちにはそういう

ものも出てくるだろうと想定されますので、それについては予算

的なものも含めて対応を考えていかなければならないのかなと

いうふうに考えております。 

以上です。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、説明をいたします。 

まず事業を始める場合、国に申請をして内示が１００という形

で出てきた場合、入札した結果、９０で事業が終わったという場

合は、内示額がまず基金に一たん入ります。内示額が一たん入り

ます。そして入札した結果、９０の場合は１０残るわけです。そ

れは議員おっしゃるとおりでございまして、次の２つ目の事業を

やるときに、その１０、残った部分を生かしたままで次の事業の

数字の申請をつくってくださいという形になります。 

最終的に期間が終了して事業が終了した後に差し引いた金額

の残りは基本的にはお返しするという形が原則であります。これ

を残っているから、また次の事業もしくは別な形で活用できない

かというご趣旨でございますが、あくまでも、この基金について

は申請をして、審査を経て使える金額でございますので、残った

からといって町の独自性を生かした形の活用はできません。あく

までも、この金額は国が全部きちっと管理されている数字になり

ますので、残っているからといって、それを活用できるというこ

とでは、イコールにはならないと。 

そして目安としてごらんいただきたいのが、計のところに１億

９，９３４万２，０００円とございます。事業費としては、この

１億９，９３４万２，０００円が基金の中に今あるというふうな

形で見ていただければ、全体の事業費が思い浮かべるのかなとい

うふうに思います。 

 

 佐々木議長 次に、１２番、柏﨑利信議員。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

１０ページ、１５款県支出金１目の総務費県委託金４節の選挙

費委託金１２７万７，０００円減額となっております。衆議院議
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員選挙事務委託金が１１９万７，０００円の減額、県議会議員一

般選挙事務委託金８万円の減額と、この減額の要因をお知らせく

ださい。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

行政管財課長。 

 

答弁 行政管財課長 

（松林泰之君） 

それでは、お答えをいたします。 

まず、衆議院議員の委託金につきましては、事業精査によって

確定により不用額としてこの分を減額するということでござい

ます。 

それから県議会の部分については、当初、県のほうから約３割

程度だったと思うんですが、内示を受けまして、これに基づいて

予算を組んでいたところでありますけれども、今回、県議会の告

示等の日程も確定し、それに伴いまして事業費を減額して２７年

度に繰り越しするというふうなことでございます。 

以上であります。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

次に、歳出についての質疑を受けます。 

第１款議会費から第５款労働費までについての質疑を受けま

す。１５ページから２７ページ。 

１５番、馬場正治議員。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

２～３、お聞きしたいと思います。 

まず、２３ページの民生費のところでございますけれども、負

担金補助及び交付金に後期高齢者医療療養給付費負担金５５３

万９，０００円とあります。その２つ下に後期高齢者医療特別会

計繰出金１８８万２，０００円とあるんですけれども、これは特

別会計の中に後期高齢者に関する特別会計があるわけですけれ

ども、このように分けて計上されているのはなぜか教えてくださ

い。 

それから、次の２４ページの児童措置費、保育所運営費２，２
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７７万４，０００円の増額補正ということでございますけれど

も、当町の保育料については、ずっと限度額３万円を維持して、

なおかつ今後は第３子以降は所得にかかわらず無料とするとい

うような町民に子育てしやすい政策ということで打ち出してい

るんですけれども、他市町村の保育料の限度がどういう水準にあ

るのか、比較検討する資料が全く示されないわけですよね。当町

は所得が幾らあっても３万円しかもらえませんと言っているん

ですけれども、じゃあ、よそはどうなのかという比較資料が欲し

いということをお願いしておきます。 

それから、２６ページの清掃総務費、十和田地域広域事務組合

塵芥処理費負担金２，０００万近い減額補正になっております。

これについては、この要因の１つとしては、来年度の一般会計の

予算に計上している資源集団回収事業奨励金、各町内会に資源ご

みの集団回収を奨励して１キロ１０円を奨励金としてお支払い

している。来年度もその奨励金の予算は約４００万、３９０万で

すけれども、この減額補正の１，８４９万４，０００円から奨励

金を引きますと、約１，４５０万ぐらい減額というふうに私は概

算で計算したんですけれども、その考え方でよろしいかどうか。

集団回収を奨励したことによる効果ということになろうかと思

います。 

お願いします。 

 

 佐々木議長 環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

(松林由範君) 

それでは、お答えをいたします。 

まず後期高齢者の医療給付費負担金と後期高齢者医療特別会

計繰出金の件についてでございますが、後期高齢者医療は、ご承

知のとおり青森県全体で青森県の後期高齢者医療連合というも

のを組織して、そこが保険の業務になって、市町村は窓口の役割

をしているということでございますが、その中にありまして後期

高齢者の療養給付費につきましては、町がその総額の１２分の１

相当を負担をするということで、後期高齢者広域連合のほうに支

払いをすることになっております。それが今、年度末で全体の療

養給付の額が確定したところから、この額を追加して負担をする

というものでございます。 
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そして医療特別会計の繰出金のほうでございますが、これは後

期高齢者の医療の、いわゆる保険料、これは町が特別会計を設置

して、そちらで徴収して、その運用にかかわる、町が運用する部

分にかかわる経費をそこで執行しているわけでございますけれ

ども、この繰り出しに当たりまして、県が４分の３、町が４分の

１の負担でもって後期高齢者の会計を運用する経費を賄うとい

うか、支援するということになっておりますので、こちらは町の

特別会計のほうに繰り出すという内容になっております。 

それから、ごみの負担金の減額ということでございますけれど

も、これにつきましては、当初、予算を措置して、その後９月、

１２月と広域のほうでは、それぞれのタイミングにおいて、例え

ば９月の時点におきましては、前年度の繰越金の充当とか、ある

いは交付税の参入額が確定したとか、そういうふうな要因がござ

いまして、それが減額要因となって、最終的に今３月補正でもっ

て、この額を減額して負担金が確定をするという内容でございま

す。 

たまたま、ごみの集団回収が今の減額分に相当するものが貢献

しているのではないかというご意見でございますが、確かにごみ

の集団回収につきましては、単純に回収量にごみの処理単価を計

算をいたしますと、例えば２５年度でいきますと、回収のトン数

が、集団回収の量が３５０トンぐらいになっておりまして、それ

に単価を掛けると４５０万程度になります。奨励金額が２５年度

の場合は３５０万ですので、１００万弱ぐらいの奨励金と合わせ

た部分、差し引いた部分であると１００万弱が貢献をしていると

いう形になろうかと思います。 

以上です。 

 

 佐々木議長 町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（小向仁生君） 

保育料の他市町村の額はどれくらいかということなんですけ

れども、新保育料を計算する過程において近隣の町村の保育料も

調べております。表にしてつくっております。これは午後にでも

お配りしたいというふうに思います。 

ただし、新保育料の額については、まだどこの町村も発表して

おりませんので、旧の金額でもって出しているやつをお渡しした
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いというふうに思います。 

以上です。 

 

 佐々木議長 １５番。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

おおむね理解できました。資源ごみの集団回収については、十

和田広域へ搬入、委託された業者が搬入しますと、キロ２０円で

すか、負担金は、ですね。それを町内会が集団回収したものにつ

いてはキロ１０円の奨励金を払っているわけです。広域は収入が

減るわけですけれども、事務組合は。ただ、町としても町内会と

しても、どちらもいい事業だと思いますので、ぜひ今後とも推進

をして、できるだけ処理量の高い十和田広域事務組合へ搬入する

量が減っていくように進めていただきたいと思います。その奨励

金によって町内会もいろいろな活動ができていますので、これは

ぜひ継続していただきたいと考えます。 

それと保育料の件ですけれども、盛んに当町は子どもを育てや

すい子育て環境をよくしているというアピールはしているんで

すけれども、じゃあ、どこと比べて低いのかという差別化、どこ

が違うのかということを打ち出していきませんと、おいらせ町は

子どもを産んで育てやすいから、おいらせ町に住もうというふう

にはならないわけで、宣伝するときには必ず、じゃあ、どこと比

較しておいらせ町はいいのかということを説明していただくこ

とを要望して、ここの節では質問を終わります。 

 

 佐々木議長 １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

２７ページですけれども、労働費、勤労者研修センター改修工

事費、これは先般の全員協議会でコールセンターが移設、無料貸

与をしますということで工事を行うということでありました。そ

こでコールセンターにつきましては、たまたま新聞紙上を賑わせ

ております。 

先般も、ここ３日、４日前の『東奥日報』の新聞記事に給料の

遅滞があるということで、２月の中旬に１２月分の給料が支払わ

れると。その途端に従業員８人が退社しているということであり

ます。コールセンターの協力関係にある株式会社誠和の   会
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長、いろいろ問題があるやに聞いておりますし、コールセンター

につきましては、いろいろな情報も入ってきております。初めて

私は議会で質問するわけでございますけれども、結果的に当町の

コールセンターの運営は今後一切心配しなくてもいいですかと

いう状況にありますか。その点を町長もしくは副町長でも結構で

すので、お伺いいたします。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

お答えいたします。 

コールセンターの件につきましては、先ほど松林議員がご指摘

ありましたように新聞報道等でされているのは柏のコールセン

ターの件でございます。 

当町についての心配の度合いでございますが、盛んに岩手県で

の事例等もありますし、神経を使ってそれぞれ会社の経営状況、

それから、ただいま話題になりました給料の支払い等の状況等を

確認して、逐次、毎月報告を求め、資金の供給についても月ごと

にしまして慎重に対処してきているつもりでございます。 

経営計画等の提出についても見させていただきまして、振興状

況等も報告を求めて、それぞれ注意を払っておりますが、何せ新

しくこれから会社を起こして行うということの新設会社を目指

して今、従業員の研修をしているということでありまして、心配

がないかということにつきましては、非常に心配はしております

けれども、誘致して取り組んでおりますので、ぜひ地元の雇用確

保のために自力で立派に経営できる会社に育っていただきたい

なというふうに思って行政ともどもいろいろ支援をしながら頑

張っているところでございます。 

 

 佐々木議長 １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

現在まで給料の遅滞とかそういうことは一切ないのかどうか。

それと細心の注意を払いながら、このコールセンターの運営を進

めていかなければならないという副町長の話であります。町民の

税金を使って勤労者研修センターを工事を、使うわけでありま
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す。要するに町民の税金が投入されるわけであります。もし万が

一のことがあれば、やはり町長も議会も私は責任があろうかと、

こういうことを心配して質問しているわけでございますけれど

も、東北地方で各地でいろいろな問題が発生していると。そして、

前には  さんの人柄についてもいろいろ入ってきています。私

も心配していますけれども、もう一度お伺いします。当町におい

てのコールセンター、心配ありませんよと、もう一度お伺いいた

します。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

給与の遅配については、現在それぞれこれまで報告を受けた段

階でありませんので、給与の遅配についてはありません。 

ただ、心配ありませんよと言ってくださいという部分について

は、先ほども心配ないとは言えないというふうに申し上げました

が、会社で行っておるものでありますし、細心の注意はもちろん

払っていろいろ情報をキャッチしながら対応はしていることで

ございますが、契約に基づいて現在、補助事業を実施しておりま

すので、注意はいたしますが、ここで心配がありませんというふ

うに断言できる状況でないこともご理解いただきたいというふ

うに思います。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

１番、髙坂隆雄議員。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

私もここの２７ページの勤労者研修センター運営費のところ

でご質問いたします。 

コールセンターは５月ごろまでたしか補助金が出ていると思

いますから、私はこの後、継続的に事業が推移するのであれば改

修費等町の税金を投入して結構だなと思っていましたが、今回計

上ということです。今後コールセンターのみならず、例えば地元

資本によって起業する方、要するに法人になると思いますが、地

元の雇用が生まれます。または県外、町外でもいいですが、外の

資本でもって町内に起業する、誘致起業でもいいんですけれど
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も、それで雇用が生まれると、こういった場合は町はどういう基

準で、どこまで助成というか、援助というか、するのか、どうい

うお考えなのかをお聞きしたいと思います。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

今回の件は国からの雇用対策としての制度を受けて、その後一

般法人として地元に定着して、もちろん継続していくものとして

の想定のもとに誘致に動いたというふうに認識しております。そ

ういう点では、今の設定が髙坂議員のご質問が同じケースである

場合には同じケースの対応が想定されますが、その都度考えてい

かなければならないというふうに思っております。 

ただ、従来のように一般企業が町に進出するというケースが出

てきた場合には、当然積極的な対応をしたいし、企業誘致奨励条

例の定めている範囲の中で対応していく、また、その状況に応じ

て必要があれば議会のほうとも相談しながらいろいろな支援対

応をしていくということも考えられることは考えられると思い

ます。 

ただ、今回のケースの場合は国の補助制度を受け入れてという

部分での特殊なケースが入っておりますので、その部分とこれか

らの部分とでは若干のケースによって違いがあるということを

ご理解いただきたいというふうに思います。 

 

 佐々木議長 １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

町の誘致企業の奨励制度、主に税制面での優遇措置だと思いま

すが、今回のコールセンター、確かに震災事業関係の助成事業で

ありますが、ですので、助成がある期間は、まず問題なく業績は

悪化することはないと思うんですけれども、それでも全国各地で

コールセンターの問題が報道されてありましたんで、この助成、

補助金というのか、それが打ち切られた後が一番問題だと思って

いるんですね。そこへ町が今、投入すると、要するにお金を投入

するということですから、確かに全くの民間が新たな事業を起業

する、雇用が生まれる、だから町はあまり関与しないんだという
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考え方もあるかもしれませんが、今のコールセンター事業だけ特

別視する必要は私は特にないのかなと。どうせするんであれば、

それこそ５月、６月過ぎてから事業が安定的に継続すると、こう

いった見通しが立ったときに初めて町が助成してよろしいのか

なと思ったものですからお尋ねをしております。 

何というか、聞きようがないので、そういう考えでいますので

終わります。 

 

 佐々木議長 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

私は２５ページの衛生費、保健衛生費の予防費、乳幼児の予防

接種委託料１，１６９万４，０００円が減額になっておりますが、

この減額になっている１，１００万の根拠、なぜ減額したのか、

お聞かせをいただきたいと思います。 

それとあわせて子育て支援について子どもを持つ親のほうか

ら意見があったんですけれども、予防接種の回数、それから金額、

非常に多寡だと。３人子どもがいれば相当の接種の負担が出てく

ると。全然救済措置がないんですよというふうなことでありまし

た。 

確かに私の一般質問では、いろいろな子育て支援策が出ていま

す。ただ、この接種については、やはり全然支援策がなかったよ

うな気がします。私は医療費は中学校まで無料化しているという

ふうにうたっていますので、この１，１００万も減額しなくても

無料化したら予算の効率的な執行もできるんじゃないかという

ふうな、親のほうから聞いたのでは可能じゃないかというふうな

思いがありますので、この点についてお聞かせをいただきたいと

思います。 

それから今２７ページの５款１項３目のところですけれども、

１４番議員、１番議員が質問していますけれども、先般の新聞記

事で県と、どこだったか、コールセンター事業の募集広告が載っ

ていましたよ。おいらせの募集広告かと思ったら、そうじゃなく

て、ほかの地区の事業がこういうふうな形で確定してやりますと

いうふうなのが従業員の募集も載っていましたけれども、当町の

場合ですと、私が全協のときにも確認しておりますけれども、私

は非常に向こうのほうの、会社側の投資が全然ない、まるっきり
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裸で来ても企業を立ち上げるというふうな条件というのが、どう

も町民から見ても本当に理解できるのかなというふうな思いが

あります。 

というのは、これまで補助金事業でやってきた街なかショップ

とかああいうふうなのでも一回も継続したことがありません。今

も同じようなケースでいったら多分補助金が切れた段階で本当

の今後の見通しというのは成り立っていくのか本当に疑問であ

ります。そういうふうなものに対して改修工事、そういうふうな

ものを条件を整備してやりますといっても今現在、研修を受けて

いる人の雇用というのも見込めないわけですから、私は本当にそ

のまま事業継続可能かなというふうな、ここの部分１点だけお聞

かせをいただきたいと思います。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

(松林由範君) 

お答えをいたします。 

乳幼児等の予防接種委託料の減額の根拠ということでござい

ますが、乳幼児の予防接種、さまざまな種類がございます。それ

らの年間の実績を踏まえてその現計と比較をした残がこの額と

いうことになるわけでございますが、特に一番大きな要因は、子

宮頸がんの予防ワクチン、これにつきましては、従前は受診勧奨

をしていたわけですが、副反応の問題、いわゆる副作用の問題が

取りざたされまして、現在は受診勧奨を控えている状況というこ

とで、当初では積算では見ておりましたけれども、実際は受診勧

奨はしていないということで、それが一番大きな減額の要因とい

うことになります。 

予防接種の負担も大きいので、その支援についてはどうかとい

うことでございますが、これについては、ちょっと私も不勉強で、

どの程度の負担をされているのか、ちょっと今、把握できており

ませんけれども、そこの部分がそういう声があるということであ

れば、戻って内容を精査した上、それを支援することによって子

育て環境を改善できるか、できないか、それについては検討して

みたいというふうに考えております。 

以上でございます。 
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 佐々木議長 商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

コールセンターのご質問に対してお答えいたします。 

先ほどからコールセンターについていろいろご心配をおかけ

しております。大変申しわけございません。見通しということで

ございますが、今回、工事費のほうを計上させていただいていま

すけれども、コールセンター側のほうには基本的には見通しが立

たなければ執行しないよということは申し入れしております。今

月中に事業計画書、６月以降の事業計画の見通し等について正式

に計画表を出していただくように今、申し入れしているところ

で、口頭では６月以降も既に４件ほど仕事をもらっているという

ようなことを伺っておりますけれども、書面で出すように今、申

し入れしているところでございます。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

私のほうからも同じようなことになりますけれども、先ほど松

林議員から心配がないかというふうに言われましたし、髙坂議員

からは安定的に経営できる見通し、平野議員からは見通しについ

てと、ここらについては議員ご心配のとおり、非常に、先ほどか

ら答弁しておりますが、私どもも非常に神経を使って、その状況

を把握しながら仕事を進めているつもりでございます。 

ただ、何しろ誘致の段階できちんと会場を提供するということ

を条件にして基本協定等を結んで現在に至って推進しておりま

すので、それから考えた時点では、地域の雇用をぜひ起こしてい

きたいという思いで取り組んだ事業でありますから、今後も、先

ほど課長が話したように、いろいろ詰めながら、心配はあります

けれども、頑張っていきますので、よろしくお願い申し上げます。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 健診の支援については課長が調査をして検討するというふう
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 （平野敏彦君） なことですので、了解をいたしました。 

コールセンター事業については、私が前も質問しましたけれど

も、少なくとも今の時期については６月以降の経営計画というの

は示されているもんだと思って私言いましたけれども、今もって

まだ書面で計画の提出を出しているというふうなことで、議会で

確認してあったのが、なかなか実施されていないなというふう

な、私は不安があるわけです。 

今、副町長が言っているように雇用確保というふうなことから

いきますと、この場合の雇用というのは多分、正職員というのは

何人になるんですか。見ますと、講習を受けているのは、ほとん

どが女性の方ですね。そうすると、簡単に言えばパート的な形で

人口増とかそういうふうなものにつながる効果というのは、そん

なに期待できないんじゃないかと思って私も会社のほうへ行っ

て現場を見させていただきましたけれども、本当に家庭の主婦

と、それから年齢的にいっても将来的に子育てができるぐらいの

年齢の人というのはいくらもなかったので、本当に雇用の確保に

つながって、さらにまた、いろいろな経済効果が期待できるかと

いうふうなのは私は疑問視するわけで、この点について、なぜ今

まで計画がちゃんと出てこないのか、いつまで、具体的に６月以

降のやつはいつ出てくるんですか。もう一回確認したいと思いま

す。 

 

 佐々木議長 商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

お答えいたします。 

計画書の提出につきましては、今月中に出してほしいというこ

とで申し入れしております。研修事業につきましては、５月まで

継続されるわけですので、今月中でその辺を判断していきたいと

いうふうに考えております。 

それから雇用のお話ですけれども、基本的には正社員というこ

とで考えているところでございますが、６月以降、本格的に事業

を活動することになれば、２交代制あるいは日勤だけでなく夜間

の８時、９時までとかという勤務あるいは土日祝日等も休みなし

で事業を展開することになりますので、その辺は個別面談等で対

応できる方は基本的にはそういう正社員化していただけると思
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いますけれども、対応できない場合は、そういうパート的な扱い

になろうかと思います。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

１２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

私はコールセンターのことについて１点だけお伺いします。 

現在、事業主と研修生との雇用形態というのは、どのような形

になっているのか。今度６月から本格的な事業に参画をするとい

った場合に、そこに今の研修生たちが雇い入れをしていただいて

勤める場合に、じゃあ、労働保険料とか、そういったものがきち

っと完備をされ、その後事業が行き詰まった際に失業保険の給付

とかそういったことが受けられるのかどうか。今はそういったこ

とが何ら議論されることなく実際に今の研修生たちが給与とし

て支払われているものなのか、研修費として支払われているもの

なのか、その身分に対する保障というものが今、議論の対象にな

っていませんので、今後にあっては大きくそういったことが表面

化してくると思いますので、現在の研修生の人たちの身分、それ

と今後、事業展開をしていったときに事業主との間に交わせられ

る雇用形態というものがどのようになるのでしょうか。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

お答えいたします。 

現在の雇用契約につきましては、契約社員というふうに理解し

ております。 

それから人件費につきましては、給与という形で支払われてい

るというふうに聞いております。 

今後の身分形態につきましては、先ほど答弁申しましたよう

に、勤務状況等に対応できる、あるいは現在の研修においてオペ

レーターとして十分やっていけるというスキルの上がった方、そ

ういう方々を個別面談等で家庭の事情等もございますので、勤務

時間等に対応できない方も出てくるかと思いますけれども、基本



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４４－ 

的には正社員を目指してやっていただくようにこちらも要請し

ておりますし、コールセンターのほうでもそういうふうに認識し

ていると理解しております。 

その勤務形態等に対応できない場合はパートという扱いにな

ろうかと思いますが、その際につきましても社会保険等につきま

しては勤務時間、週３０時間以上ですか、の場合ですと、雇用保

険加入が義務づけられておりますので、雇用保険のほうについて

も加入されるというふうに理解しております。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

それは事業開始後の雇用形態のことであるとは思うんですが、

今、途中でやめた方、契約社員と。私、契約社員で働いたことが

ないので、そういった形でおやめになった方々というのは失業給

付の対象になるものなのでしょうか。 

 

 佐々木議長 商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

契約社員であっても自己都合で退職された場合、雇用保険につ

きましては私もちょっと不勉強でございますが、ハローワークさ

んのほうからお伺いしたところ、雇用１年以上雇用保険を掛けて

いる方につきましては失業手当を支給するというような形にな

っているようでございますので、現在のコールセンターにつきま

しては昨年の６月１日からの雇用になりますから１年経過して

おりません。したがいまして、失業手当につきましては支給でき

ないものかと思います。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

２番、田中議員。 

 

質疑 ２番 

（田中正一君） 

２７ページの６款農林水産業費ですけれども…… 

 佐々木議長 田中議員さん、午後お願いします。 
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ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、第１款から第５款までの質疑を終わります。 

 

 佐々木議長 お昼のため１時３０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午後１２時１２分） 

 佐々木議長 それでは、休憩を取り消し、会議を開きます。 

その前に議事録署名議員が所用のため欠席いたしております

ので補充いたします。 

１１番、立花國雄議員が午後から欠席のため、１３番、西舘秀

雄議員を補充指名いたします。 

  （再開 午後１時３２分） 

 佐々木議長 それでは、引き続き会議を行います。 

次に、第６款農林水産業費から第１０款教育費までについての

質疑を受けます。２７ページから３８ページ。 

２番、田中議員。 

 

質疑 ２番 

（田中正一君） 

２７ページの６款の農業総務費のところでカメムシ防除対策

事業費の補助金ですけれども、１２０万ほどの減額になっており

ます。それと野菜価格安定事業費の補助金９万４，０００円ほど

ふえておりますけれども、それと青年就農給付金、減額の３００

万となっておりますけれども、そこのところの説明をちょっとお

願いしたいと思います。 

 

 佐々木議長 農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（松林政彦君） 

では、最初のカメムシの防除の件で減額の件ですけれども、今

年、申請が１５３人で２２９．４ヘクタールの分で１４８万４，

１６２円を支払いしました。その結果、１２５万１，０００円の

予算の減となりました。 

続きまして、野菜安定基金の関係ですけれども、これは今年度、

白菜、カボチャ、ダイコン等に被害といいますか、減額が生じま

したので、それぞれ精査した結果、１９万３，８７４円の支払い

となりましたので、予算１０万円に対し、１９万３，８７４円と

なりましたので、９万４，０００円の追加となっております。 
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あと青年給付金ですけれども、予定は２人予定しておりました

けれども、相談に見えたのが３名ほどありましたが、直接申請し

て行う方がおりませんでしたので、２人分、１名１５０万として

３００万の減となっております。 

以上です。 

 

 佐々木議長 ２番。 

 

質疑 ２番 

（田中正一君） 

１２月の一般質問にも私、言っていたんですけれども、これま

で１２０万ほど使っていないということは、私はやはり年取って

粉剤やれなくて、このように減額になっているのかなと思ってい

ました。私が言ったヘリコプター、ふやしてくれというんじゃな

いですよ、カメムシの薬代、散布代。ヘリコプターを使うのにも

助成してあげれば、この２００万を有効に活用できるのではない

かなと私はそういう意味で前回の一般質問で言ったわけであり

ます。ふやしてくれと言ったわけではないですけれども。その辺

のところも、これからどういうふうな対策を、あくまでも粉剤を

使用した方々に助成してやるのか、ヘリコプターのほうにもこれ

から考えていかなければならないというような意見に農水課の

ほうで会議を持って、どうなっているのか、その辺も含めて返答

いただければと思います。 

それから青年就農給付金ですけれども、３名ほど来て、今みん

な事務手続しないで帰ったということは、今、スーパーＬ資金と

か難しくて書類ばかりあって、この間、農林事務所のほうからも

電話があったんですけれども、今の対策で半分も加入が満たない

と、３次の募集をしていますということで電話があったんです

よ、私のところに。私、今は直播で取り組むようになって、直播

で取り組むつもりではおりますけれども、それは２町歩足らずで

すけれども、これからそれがどうなっていくんですかということ

になったら「２０町歩何とかやってくれないか」と。「あなた方

の言うことを聞いていれば仕事になりません」と私言ってやりま

したけれども、やはりこれらの難しい手続が、何をやってもあれ

なんですけれども、これは私一人だけの意見だかもわかりません

けれども、なかなか難しいんですよ、書類から何から。機械であ

ればヤンマーとかイセキが補助事業の関係はみんな手続してや



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４７－ 

ってくれる。これ、やっている時間が本当に大変だと私、思うん

ですよ。ですから、その辺のところはまたこれからどうなってい

くのか、どういうことになっているか、１つお知らせいただけれ

ばと思っています。 

 

 佐々木議長 農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（松林政彦君） 

先ほどの青年給付金の件ですけれども、やはり書類等が難し

い、条件等がかなり厳しいということで３名相談に来ましたけれ

ども、やはり受けれないということで帰ったみたいです。 

あと直播等については国の法律等さまざまありますので、その

件についてはまた検討しながら、できるだけやれるような方向で

やっていきたいと思います。 

最後にヘリコプターの件ですけれども、あした以降になると思

いますけれども、一応新年度予算のほうに若干計上しております

ので、それでまず確認いただければと思います。 

以上です。 

 

 佐々木議長 ２番。 

 

質疑 ２番 

（田中正一君） 

これからいろいろな若い人たちが来ると思います。これから青

年就農給付金でも何でも今の補助金等、とにかく事務的には大変

だということで、これもひとつ農政局のほうにも言っていただか

ないと、本当に大変だと思いますよ。やっているあれはわかるん

ですよ。疎植には２万円の助成とかあるんですけれども、どの程

度なのか、また書類等、誰が確認してやるというのを、やった、

やるというのを誰が確認してやるのか、そこを１つ最後お知らせ

していただければと思っています。 

 

 佐々木議長 農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（松林政彦君） 

それについては、うちのほうで受け付けいたしましてやって、

あと農政局のほうで条件が合っていれば交付すると思いますの

で、なるべくうちのほうで、それこそ交付になるような仕方で指

導していきたいと思っております。 
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以上です。 

 

 佐々木議長 １５番、馬場正治議員。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

３１ページの９款消防費ですけれども、非常備消防費の八戸地

域広域市町村圏事務組合消防費負担金、当初予算に対して１，０

００万を超える減額補正の要因を説明してください。 

それから３３ページの教育費でございますけれども、中体連等

大会出場補助金１００万円が減額補正になっております。これも

その理由を説明いただきたいと思います。 

以上２点です。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、お答えいたします。 

八戸地域広域市町村圏事務組合消防費負担金１，０００万等の

減額ということの内容ということでございます。組合のほうから

は事業精査による主に人件費の減額ということで中途退職者が

あったということの説明で受けております。 

以上です。 

 

 佐々木議長 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

中体連の出場補助金の減額理由ですけれども、２月現在で、今、

中体連の補助金、申請されて実績を提出された件数が２８件にな

ります。これは前年度の、２５年度と比較しますと、２５年度４

０回ありましたので、件数的な減が生じて減額になったという形

であります。現在はまだ３月の分もございますので、とりあえず

今、見込みで１００万程度落とした形になります。 

以上になります。 

 

 佐々木議長 ５番、日野口和子議員。 

 

質疑 ５番 ８款２項の１３節ですけれども、町道の除草、側溝清掃委託料
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（日野口和子君） というので６６万４，０００円減額になっていますけれども、皆

さん、この町道を現実に歩いたことありますか。草ぼうぼうしな

がら、その中を、特に鶉久保から木ノ下児童館、要するに木ノ下

中学校に行くところの道路ですけれども、草も刈られないまま歩

道はないわで、子どもたちが危険な状態で、朝の通勤ラッシュも

ありますし、危険な状態で登校している。それにまた県道ではあ

るけれども、町営住宅も、町営の霊園ありますでしょう。あそこ

も何ら草も刈らないで手入れがなされていないというのか、もう

ちょっと回数を多くして、こんなこと減額する必要ないんじゃな

いですか。回数を多くしてきれいにやってくれたらどうでしょう

か。とにかく子どもたち、歩道がないところなんか重点的にやっ

てもらわないと、子どもたち通学のときは大人の人たちは車で会

社に、出勤時間にぶつかりますから、そこのところもお願いした

いと思います。 

それからまた、先ほど１５番の馬場正治議員が言いましたけれ

ども、中体連の大会出場の補助金１００万円の減になっています

けれども、前に、多分去年だと思いますけれども、松林議員も言

っていましたけれども、木ノ下中学校、中体連に行くにもバスを

借りたら３０数万請求がＰＴＡのほうに来たということで、ＰＴ

Ａの人たちも一生懸命子どもを応援するけれども、お金をそれだ

けの大金が出すこともできないで大変な思いをしています。その

減額する必要ないんじゃないかなと思うんですけれども、申請方

式でやっているんですか。そこのところを教えてください。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

地域整備課。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

初めに除草の件でありますが、こちらのほうに計上している町

道の除草、側溝清掃委託料のほうになりますが、シルバー人材セ

ンターのほうに委託しております除草作業、それと町内会、２６

年度につきましては７団体、年２回の作業ということで、そちら

のほうの予算、委託料のほうを両方計上しております。 

議員がおっしゃるように町内すべての道路の草刈り、通学路等

も含めましてすべて草刈りができればいいんですけれども、限ら

れた予算の中ですべてやるということになると、ちょっと手が回
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らないという状況になっております。 

町のほうとしましては、通学路、あとは交差点など危ない部分

につきまして年２回程度やるような形で対応しておるところで

すが、今回につきましては、昨年度１回り２回りした段階で若干

の予算の残がありましたので、今回補正したものになります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

中体連の補助金を減する必要がなくて、もう少し活用したほう

がよろしいんではないかというご質問にお答えいたします。 

まず、この中体連の補助金というのは、あくまでも県大会、ス

ポーツ、文化もそうですけれども、県大会、東北大会、全国大会

が対象になっております。ですから、そちらのほうの該当になっ

た部分だけが申請をして実績を上げて交付されるという形にな

っております。 

バスのほうの部分に関してみれば、あくまでもバスのこの間の

木ノ下中学校の借り上げの関係は地区大会でしたので、こちらの

補助の対象にはなりません。それで前回のこともございまして、

今回、当初予算のほうで、その辺配慮しておりますので、当初予

算のほうでご確認していただければ助かります。 

以上になります。 

 

 佐々木議長 ５番。 

 

質疑 ５番 

（日野口和子君） 

確かに県大会レベルでということだけれども、地区大会でもみ

んな家族そろって学校の人たちも生徒たちもみんなで行って応

援しているんですよ。バス１台分でもいいから支援することでき

ないでしょうか。父兄の負担があまり多過ぎるとスポーツ関係を

やる子どもたちも親のあれでもって送っていけないからといっ

て泣く泣くやらない子がいるんですよ。スポーツやりたいけれど

も、送り迎えが大変だと言っているからと。そこのところも考え

てみてくれませんか、町長。子どもたちに健全なスポーツ云々と

いうのであれば、そこのところも考えてほしいと思います。 

それから、町道のあれですけれども、私、あちこち見ているん
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だけれども、本当に刈られていない。町内の人たちが善意でもっ

て町道のほうも刈っているところはありますけれども、それでも

刈られていない、せめて年２回なのであれば年３回やることでき

ませんか。この減らす金額で、できませんか。 

 

 佐々木議長 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

先ほどの地区大会のバスというお話もありましたので、そちら

のほうも別途別な項目でバスのほうの配慮もしています。それは

中体連、新人戦以外のことでしたので、当初予算のほうで、また

改めて確認していただければ助かります。 

以上になります。 

 

 佐々木議長 地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

２７年度の予算計上につきましては、合計でシルバー人材セン

ターへの委託１４４キロの草刈り、それと５月から６月の期間、

７月から８月までの期間、９月から１０月までの期間ということ

で、年３回の作業を予定しております。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 ５番。 

 

質疑 ５番 

（日野口和子君） 

杓子定規に行政的なものじゃなくて、とにかく大変ご苦労する

だろうけれども、見回りしながら、また私たち地域も見たら、気

がついたら電話させてください。子どもたちが安心・安全に学校

に登校できるように配慮していただきたいと思います。 

以上で終わります。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

４番、楢山忠議員。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

３０ページの土木費の中の除雪対策費についてのところなん

ですが、交通調査委託料を減額して３２万８，０００円となって

いますけれども、これにあわせてお聞きしたいんですけれども、
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今年の冬の除雪は何回出ているんだろうということで、昨年は何

回だったろうということ。 

それから、１回出動すると幾らぐらいかかっているかというよ

うなのを、できたら教えてもらえますか。 

 

 佐々木議長 地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

今年度の出動回数についてお答えいたします。 

一斉除雪としまして１月１日から２日までの期間、それと１月

２０日から２１日までの期間、一斉除雪につきましては２回作業

しております。そのほか吹きだまり等の作業ということで数回出

ているという状況であります。 

２５年度の出動回数になりますが、吹きだまり除雪及び路面整

正ということで４３回出ております。それと幹線道路の重点除雪

ということで計４回、延べ６日、全町一斉の除雪ということで計

５回、延べ９日間出動しております。 

１回の除雪経費につきましては、全町一斉除雪という形になり

ますと、少なくとも５００万から８００万程度かかっている状況

です。あとは降雪量によりましても若干の変動があるということ

はご理解していただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 ４番。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

先般、専決処分として２，５００万専決処分しています。今年

は少ないというふうなこともありましたでしょうから、これらに

ついては、いつ、これはまた補正が組まれるんですか。６月です

か。 

 

 佐々木議長 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

専決では３月までの除雪経費を見込んで計上しておりますの

で、見込みよりも多い回数になれば、また専決で……になると思

いますけれども、間に合えば３月まで２，５００万補正した金額

で対応してもらいたいと思っていました。 
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以上であります。 

 

 佐々木議長 ４番。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

勉強不足でまことに申しわけないんですけれども、当初予算は

５，０００万ぐらいとってありますよね。その後に２，５００万

の専決処分しているというふうなことになると、その兼ね合いは

どういうふうになるのか、教えていただきたいということと、そ

れから、これは回数が少なくなると業者の人は大変困ることにな

るだろうと思うんですが、それに対しての何か保障か何かはして

あるんですか。それも教えていただければ。 

 

 佐々木議長 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向道彦君） 

予算につきましては、当初予算は、２７年度予算ですけれども、

３カ年分の平均を見まして５，０００万ということで計上しまし

た。あとは雪の降り次第で補正とかすることになるかと思いま

す。 

以上です。 

 

 佐々木議長 地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

業者への手当ということになりますが、契約時に機械の重機の

大きさ等によりまして準備費ということで計上している部分が

あります。 

それと最低保障ということで、月の出動がない場合、また、そ

の金額以下の場合ということで、そちらのほうも機械の機種によ

りまして最低保障という部分をお支払いすることにしておりま

すので、もし、３月、今月ですね、雪が降らないという状況にあ

りましても最低保障分だけのお支払いのほうはするということ

になります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 ３番。 
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質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

私は２９ページの７款１項３目おいらせブランド支援事業費

の１４３万６，０００円の補助金がありますけれども、今３月に

なって、なぜ、こういうふうな補正をするのか、お尋ねをしたい

と思います。 

それとあわせて３１ページ、消防費のところですけれども、避

難計画定着化方策検討業務委託料が２２６万８，０００円、それ

から百石道路避難階段等の工事費が１，８００万減額になってい

ますが、これは説明ですと避難確保のためには階段を整備すると

いうふうなことで、委託料も減って工事費も減っているわけで、

この中身についてぜひ説明をいただきたいと思います。 

それから、私の要望ですけれども、答弁するほうの説明の仕方

なんですけれども、やはり予算は、その目的を持ってそこにつく

っているわけですから、質問するほうがどうでも質問してもいい

というふうなことでは私はないと思うんで、やはりずれている場

合は「ずれていますから、平野さん、ここはこうで、こう質問し

ているここの部分では質問のするあれが違いますよ」というふう

なことを逆に言ってもらったほうが私は議事運営上いいと思い

ますので、課長のほうについては、副町長もその辺きちっと話し

してください。そうでないと、行ったり来たりで、私聞いていて

もちょっと、何言ってるかなというふうなのがありますので、そ

の辺はお互いに切磋琢磨するというふうなことで、議長にもお願

いしたいところですけれども、ひとつよろしくお願いしたいと思

います。 

じゃあ、私の質問、１回目、答弁お願いします。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

ただいまのおいらせブランド推進支援事業費補助金のご質問

に対して、お答えいたします。 

先般の全員協議会のほうでブランド推進協議会のほうで運営

しております街なかサロンおいらせ屋の閉店について説明して

いるところでございますが、そのおいらせ屋が３月１５日で閉店

するということで説明させていただいております。その際にもお

話ししておりますが、緊急雇用の補助対象経費としては３月１５
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日営業日までは認められますが、１６日以降につきましては補助

対象外ということで、３月末までの係る経費について今回、補助

金をお願いしたものでございます。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

それでは、私のほうは２件お答えいたします。 

１件目、避難計画定着化方策検討業務委託料２２６万８，００

０円の減でございますが、避難計画定着方策化業務委託につきま

して、事業精査確定に伴う委託終了により事業確定でございまし

ての減額調整という形になります。相手方は国際航業で契約金額

２１４万９，２００円という形になって予算よりも少なかったと

いう形になります。今期は藤ケ森地区の定着化事業ということで

やらせていただきました。 

次に２つ目、百石道路避難階段等整備工事費減額の件でござい

ます。これにつきましては、事業費確定に伴う減額補正というこ

とになります。２月２６日に百石道路の避難階段整備工事費が入

札執行され、１工区から４工区、そして設計費等も確定しました

ので減額調整という形になります。 

 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

全協の資料のときもちょっと確認したんですけれども、この前

新聞に出てあったのが裁判の関係なんですけれども、実際に判決

が出て１０万円だか超過勤務の支払いが確定したというふうな

のが載ってありました。これは確定したわけですから、前の説明

ですと、弁護士同士で合意に達する見込みだというふうな説明も

あったんですけれども、本人が拒否したというふうなことで実際

に裁判所の判決が１０万円を支払いなさいというふうなことで

出たわけですから、そうすると、当事者のほうの部分に責任があ

ったというふうなことで判断されると思うんですけれども、この

辺はブランド協議会のほうの考え方とか対応の仕方とか、すべて

町で対応するというふうなことになりますか。 
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 佐々木議長 答弁を求めます。 

商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

平野議員ご指摘のとおり、２月２７日に訴訟の判決が出されま

した。内容的には原告に対し、１０万３，８６７円、それにプラ

ス利息等を含めた形で支払いなさいと。訴訟費用につきまして

は、１１分して、その９に対しては原告が、２に対しては被告、

被告といいますとブランド推進協議会でございますが、のほうに

支払いなさいという判決が出されました。 

これに対する対応ということでございますが、ブランド推進協

議会、平野議員ご承知のとおり、平成２０年度に各関係団体ある

いは事業者さんの方々のご協力によって立ち上げて、これまでい

ろいろな事業を展開してまいりました。その中で町としても事務

局としてかかわってきておりますので、その部分で町のほうで支

援していきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

私は、当然この部分については町の補助する枠外だと。ブラ協

のほうで採用して、採用責任も何も出てこないんじゃないです

か。決めて雇用して、こういうふうな問題が発生しているわけで

すから、すべてを町が補填をするというふうなことには当たらな

いと私は思うんですよ。組織として機能して運営してきてあるわ

けですから。今見れば１０万３，０００円のほかに裁判所だって

ちゃんと配分がなされているわけですね、判決では。示されてい

るわけですね。その組織的な責任というのは何もないんですか、

これは。やはり少なくともその団体としての責任もちゃんと明確

にしなければなりませんし、運営していること自体の経営的な感

覚というのがないんじゃないですか、これだと。私は疑問を感じ

ますよ。この補助金の中に、１４３万６，０００円の中にそうい

うふうなのが含まれているのであれば私は反対をしたいなとい

うふうに思いますが、もう一回答弁をお願いします。 

 

 佐々木議長 商工観光課長。 
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答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

先ほどの補正でお願いした部分につきましては、この訴訟費用

は入っておりません。前回説明しておりますが、訴訟関係にかか

わる経費については今年度既にいただいている補助金のほうを

やりくりしながら充当したいというふうに考えております。 

それから、ブランド推進協議会の経営責任ということでござい

ますが、確かにブランド推進協議会のほうで運営スタッフにつき

ましては採用しておりますが、町のほうでもそれに対して指導し

ていくという立場にございますので、そこの部分でご理解いただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

１番、髙坂議員。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

確認をしたいと思います。今のやりとりをお聞きしていまして

判決の結果出た費用は従来いただいている補助金をやりくりし

て充てるというお話でしたが、補助金の対象になるんですか。そ

れをまず確認したいと思います。 

 

 佐々木議長 商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

ただいまのご質問にお答えいたします。 

補助金というのは町からの補助金で緊急雇用の補助金という

ことではございません。説明不足で申しわけございませんでし

た。 

 

 佐々木議長 １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

今回の１４３万の中には入っていないということであります

が、でも、どちらにしても町からの補助金を充てるということに

なるんだろうと。 

それから、その責任の所在はブラ協にないとして、町がこうい

うふうに３月１５日以降の費用も見るというときに、こういう問

題も発生して、どなたがどういう責任をとるのか、またはとった

のか、そこをお知らせください。 
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 佐々木議長 商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（澤田常男君） 

ただいまのご質問にお答えしますが、責任というところにつき

ましては、今後の町長、副町長の判断に委ねたいと思います。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 副町長。 

 

答弁 副町長 

（柏崎源悦君） 

この事件については、簡易裁判所、いわゆる一審での結果は出

ていますけれども、まだそれを上告するかどうかの部分について

は、まだ期限が、１３日に結果が、上告するのかどうか、相手の

ほうの出方は。私どもはこれでいいというふうに当初から、皆さ

んにも相談したように最初の段階では１０万の慰謝料等で和解

する予定でしたが、まだ結審していませんので、その後にいろい

ろ検討されていただきたいというふうに思っております。 

なお、もしかすると勘違いしていればあれですけれども、今の

判決で１０万４，０００幾らでしたか、端数がありますけれども、

時間外の未払い分は４，０００幾らで、１０万分については病気

を持った等によって、長時間いた勤務によって過重労働になった

のではないか等が推測されるというようなことの慰謝料分を１

０万相当ぐらいに判断したというので、実質的には時間外の部分

の要素にはカウントされておりませんので、その辺も補足させて

いただきます。 

 

 佐々木議長 １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

街なかショップおいらせ屋が始まってから、るる問題が発生し

て、それが我々議員の中にも情報が入り、数人の方がたびたび指

摘をしてきました。やはりそのときに町としても関与してきたわ

けですから、町の担当課または担当者がもう少し真摯に受け止め

ながら対策を、または対応をしていれば、こんなにも大ごとにな

らなかったのかなと思っています。 

ぜひ今後いろいろな事業に当然取り組むと思いますから、緊急

雇用対策ですか、いろいろな補助金はあるかもしれませんが、外
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からの補助金は非常にありがたいんですけれども、安易に進める

のではなくて、やはり責任を持って進めていただきたいなと思い

ます。 

以上です。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

 佐々木議長 なしと認め、第６款から第１０款までについての質疑を終わり

ます。 

以上で歳出全款についての質疑を終わります。 

次に、給与費明細書及び債務負担に関する調書並びに地方債に

関する調書についての質疑を受けます。３９ページから４６ペー

ジです。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、給与費明細書及び債務負担に関する調書並びに地

方債に関する調書についての質疑を終わります。 

次に、第２表繰越明許費及び第３表債務負担行為補正並びに第

４表地方債補正についての質疑を受けます。１２０ページから１

２２ページ。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、第２表から第４表までの質疑を終わります。 

以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２８号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 次に、日程第９、議案第２９号、平成２６年度おいらせ町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）についてを議題といたしま
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す。 

当局の説明を求めます。 

環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

(松林由範君) 

それでは、議案第２９号についてご説明申し上げます。 

議案書の１２３ページになります。 

本案は、既定予算の総額から４，７９８万円を減額し、予算の

総額を歳入歳出それぞれ２８億４３２万円とするものでありま

す。 

歳出の主な内容につきましては、精査によりまして一般被保険

者療養給付費と退職被保険者高額療養費と出産育児一時金を減

額し、額の確定により高額医療費共同事業拠出金を減額するもの

であります。 

歳入の主な内容につきましては、国からの療養給付費等負担金

と国保連合会からの高額医療費共同事業交付金を減額し、一般会

計及び基金繰入金を増額するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入全款についての質疑を受

けます。３ページから６ページです。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

次に、歳出全款について質疑をおこないます。７ページから１

０ページ。 

３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

８ページの歳入でもありましたけれども、２款４項１目出産一

時金が４５６万減額になっております。これは当初見込んだ出生

者の予定がそこまで到達しなかったというふうなことで理解し

ていいでしょうか。 
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 佐々木議長 環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

(松林由範君) 

議員ご指摘のとおりでございます。当初見込んだ件数が２８

件、今後の見込み、実績も含めてですが、３９件ということで、

逆です。３９件から２８件に減ったことに伴う減額でございま

す。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳出全款についての質疑を終わります。 

以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第２９号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 次に、日程第１０、議案第３０号、平成２６年度おいらせ町奨

学資金貸付事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とい

たします。 

説明を求めます。 

学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（泉山裕一君） 

議案第３０号についてご説明申し上げます。 

議案書の１２６ページから１２８ページをごらんください。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３万

５，０００円増額し、歳入歳出予算の総額を１，６５９万８，０

００円とするものであります。 

その内容について申し上げますと、歳出については１５件の寄

附金があったことにより基金積立金を３３万５，０００円増額す

るものであります。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６２－ 

一方、歳入におきましては、寄附金収入を３３万５，０００円

増額するほか貸付金収入も１９０万５，０００円増額し、それに

伴い基金繰入金を減額調整するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。１３ページから１４ページ。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第３０号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 次に、日程第１１、議案第３１号、平成２６年度おいらせ町公

共下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてを議題といた

します。 

当局の説明を求めます。 

地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

議案第３１号についてご説明申し上げます。 

議案書の１２９ページから１３２ページをごらんください。 

本案は、既定予算の総額から歳入歳出それぞれ２，３７３万８，

０００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億８，７

４２万９，０００円とするものであります。 
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その主な内容につきましては、歳出では事務事業等の精査によ

り下水道整備工事費、マンホールポンプ及び制御盤更新工事費な

どの所要額を減額するほか、事業費が確定した馬淵川流域下水道

事業負担金を減額し、歳入では下水道整備事業等の事業費の確定

に伴い事業債を減額するほか下水道使用料及び一般会計からの

繰入金を減額するものであります。 

なお、第２表地方債補正につきましては、事業費の確定見込み

により借入限度額を補正するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入歳出ともに全款について

質疑を行います。１７ページから２１ページです。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

次に、給与費明細書及び地方債に関する調書並びに第２表地方

債補正についての質疑を受けます。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、給与費明細書及び地方債に関する調書並びに第２

表についての質疑を終わります。 

以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第３１号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 佐々木議長 次に、日程第１２、議案第３２号、平成２６年度おいらせ町農

業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）についてを議題とい

たします。 

当局の説明を求めます。 

地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

議案第３２号についてご説明申し上げます。 

議案書の１３３ページから１３５ページをごらんください。 

本案は、既定予算の総額から歳入歳出それぞれ１２６万９，０

００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２，４１４

万１，０００円とするものであります。 

その主な内容につきましては、歳出では事務事業等の精査によ

り処理施設維持管理業務委託料、管路施設保守管理委託料の所要

額を減額し、歳入では下水道使用料及び一般会計からの繰入金を

減額するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入歳出とも全款について質

疑を行います。２９ページから３０ページ。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第３２号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 佐々木議長 次に、日程第１３、議案第３３号、平成２６年度おいらせ町介

護保険特別会計補正予算（第３号）についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

介護福祉課長。 

 

当局の説明 介護福祉課長 

（倉舘広美君） 

議案第３３号についてご説明申し上げます。 

議案書の１３６ページから１３９ページまでをごらんくださ

い。 

本案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ５０３万１，００

０円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億２，８００

万１，０００円とするものであります。 

その主な内容につきましては、歳出では総務費に介護保険法改

正に伴う介護保険システム改修委託料を追加し、保険給付費では

各介護サービス費の組みかえをするものであります。 

歳入では、第１号被保険者保険料、国庫補助金、一般会計繰入

金を増額し、財政安定化基金貸付金を減額するものであります。 

また第２表地方債補正につきましては、財政安定化基金貸付金

の減額に伴い、変更するものであります。 

以上でございます。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入歳出とも全款について質

疑を行います。３３ページから３８ページです。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

次に、給与費明細書及び地方債に関する調書並びに第２表地方

債補正についての質疑を受けます。 

質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、給与費明細書及び地方債に関する調書並びに第２

表についての質疑を終わります。 
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以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第３３号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 次に、日程第１４、議案第３４号、平成２６年度おいらせ町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についてを議題といた

します。 

当局の説明を求めます。 

環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

(松林由範君) 

それでは、議案第３４号についてご説明申し上げます。 

議案書の１４０ページから１４２ページまでです。 

本案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ４１３万４，００

０円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，６９５万

９，０００円とするものであります。 

歳出の内容につきましては、保険料負担金の増と保険基盤安定

負担金の確定により後期高齢者医療広域連合納付金を増額する

ものであります。 

歳入の主な内容につきましては、特別徴収保険料と一般会計繰

入金の保健基盤安定繰入金を増額するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

第１表歳入歳出予算補正のうち歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。 

質疑ございませんか。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６７－ 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

以上で本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第３４号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 次に、日程第１５、議案第３５号、平成２６年度おいらせ町病

院事業会計補正予算（第３号）についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。 

病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

それでは、議案第３５号についてご説明申し上げます。 

議案書１４３ページをごらんいただきたいと思います。 

本案は、当初予算の第３条に定めました収益的収入及び支出の

既決予定額から１７５万９，０００円を減額し、予算の総額を１

０億４８３万５，０００円とするほか第４条に定めました資本的

支出の既決予定額から１，００５万６，０００円を減額し、支出

予算の総額を１億１，０６５万７，０００円とするものであり、

資本的収入の不足額３，５７３万６，０００円につきましては、

当年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。 

また、第４条では、企業債の借入限度額の変更を、第５条では

職員給与費の減額を、第６条では棚卸資産の限度額の変更をして

おります。 

続きまして、補正予算の主な内容についてご説明申し上げま

す。 

補正予算に関する説明書４７ページをお開きください。 

収益的収入の２項８目訪問看護ステーション収益では、１１月

から事業を休止していた訪問看護ステーションの介護保険訪問
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サービス費の減額と新たに基金条例の廃止に伴う基金の繰入金

を計上しております。 

次に、４８ページ、収益的支出の１項医業費用では、決算見込

みに伴う計数整理と２目材料費に薬品費を追加し、２項医業外費

用５目の訪問看護ステーション費では決算見込みに伴う計数整

理のほか収益的収入へ計上した基金の繰り入れに対応する一般

会計への繰出金を計上しております。 

次に、５２ページの資本的収入では、医療機械等の購入額が決

まったことにより企業債及び国庫補助金を減額し、新たに総務大

臣表彰を受賞した団体に交付される地域社会振興財団からの長

寿社会づくりソフト事業費交付金を計上しております。 

次に、５２ページ、資本的支出の１項建設改良費には長寿社会

づくりソフト事業として三次元動作解析装置の追加と現計予算

の医療機械等購入費を減額しております。 

なお、収入が支出額に対して不足する３，５７３万６，０００

円は当年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。 

本案については、議案書と補正予算実施計画により一括で質疑

を行います。 

議案書は１４３ページから１４４ページ、実施計画書は４７ペ

ージから５５ページです。 

質疑ございませんか。 

１４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

２６年度もあと２０日余りで終わりますけれども、入院患者数

と外来患者数、何人ぐらいになっていますか。教えてもらいたい

と思います。 

 

 佐々木議長 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

それでは、ご質問にお答えいたします。 

まず、外来患者数でございますけれども、２月末までの患者数
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といたしましては、外来患者数が３万４，１５９人となっており

まして、前年同期に比較いたしますと、１，１１０人の減となっ

ております。 

それから入院患者数でございますけれども、こちらのほうは入

院患者延べ数は２月末現在で１万６，８３８人、前年同期に比較

しますと、４７７人の減となっております。２６年度の患者の見

込み数といたしましては、３月はまだ出ておりませんけれども、

昨年と同様の人数を見込んでおります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

補正予算を見て、今１４番議員が質問した入院患者数の減、こ

れらを見ますと決算見込みはどうなるのかなというふうな。果た

して収支バランスがとれるのか、ちょっと疑問でありますが、こ

の見込みについて、まずお伺いをしたいと思います。 

歳出を見てもわかるとおり、事業費を１０億４，０００万に対

して給与費が５億５，１００万というふうなことで半分以上が人

件費が占めているというふうなわけで、私も病院のほうは週２回

アッシーをして行っていますけれども、昼なんか見ますと非常に

患者がいないときがある。いないときというのは、会計のところ

を見ますと１０人もいない日が何回か見られます。実際に医師の

場合も１２時前に外に出て歩いている医師も見られます。そうい

うふうなことからいきますと、収支のバランスが本当に保ってい

けるのかなというふうな心配がありますので、この点。 

それと病院には病院運営審議会があっていろいろな審議会で

討論していると思うんですけれども、これら経営的な部分につい

ても審議会でちゃんと理解して議論しているのか、審議会の内容

についても今改めて１つお聞きしたいと思います。 

あと１つは、開設者が多分町長になっていると思うんですけれ

ども、病院の。ほかのほうは企業法さまざまな改正があって病院

の全責任を院長が負うというふうなこと、大きい病院はそういう

ふうなシステムが改正になったように記憶していますけれども、

おいらせ病院にあっては多分、町長が開設者で院長、副院長とい

うふうな形でなっていると思うんですけれども、やはり繰出金を
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出せばいいというふうな部分で私はないと思うんですよ。町長が

言う長寿青森県一を目指す基幹病院として、町の公的な病院とし

て、やはりそういうふうな部分では町民にちゃんとした安心・安

全だというふうな部分と、いつでも身近にあるんだというふうな

意識を持たせるためにも今の体制のままで本当にいいのか、私、

疑問を感じます。 

ですから、行政側のほうもいろいろな形で足を運んで現場確認

をしたり、そういうふうな今私が言ったような不安な部分をどう

いうふうな形で解消していくというふうな考えなのか、これらに

ついてもお聞かせいただきたいと思います。 

 

 佐々木議長 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず決算の見込みでございますけれども、今年度は特に会計基

準の見直しがありました。それについては特別利益と特別損失と

いうところに計上されておりまして、この額につきましては、特

に今年度は給与費の引き当て等がございましたので、ここの部分

では約１，９００万ほどの赤字となっております。 

それから、損益勘定の実質の収支見通しなんでございますけれ

ども、こちらのほうでは、まず結論からいきますと、２，０００

万前後の赤字になるだろうと予想しておりますが、２，０００万

を下るということも考えられますが、これも３月の収益の状況に

もよりけりというところであります。 

この主な要因なんでございますけれども、まずは１つ目といた

しましては、消費税が３％上がったということがまずは大きく影

響しております。 

まず、この消費税の額なんですけれども、この対象となる課税

仕入れの額が約３億８，０００万くらいあります。それの０．３％

となりますと、１，１００万を超えるという金額になります。単

純にここの部分が３％ふえたということで、これも経営を圧迫し

ている大きな要因になります。 

それから、あとＣＴとか高額の医療機器、内視鏡とか、これら

の保守管理、これらが高額になっておりまして、これらの経費が

増大しているということ。 
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それから給与改定に伴いまして職員の人件費が２５０万ほど

上がってきているということを考えますと、これらで約２，００

０万くらいになるわけなんですが、それにしても、まず先ほど申

し上げましたように患者数が確かに減ってきております。 

ただ、見込みといたしましては、入院収益と外来収益で３００

万ほどの前年度の決算から比較しますと３００万ほどの減収を

見込んではおりますが、これらの要因がありまして、今年度は赤

字決算という見通しでございます。 

それから半分が人件費が占めているのではないかということ

なんですけれども、ほとんど黒字病院の５０床以上１００床未満

の黒字病院の人件費の比率というのは大体５７～５８％に全国

平均はなっているわけなんですけれども、当院の場合も人件費が

確かに上がってきておりまして、今では５５～５６％という線に

なってきております。 

それから、昼なんかに患者数が少ない場合が見受けられるとい

うことなんですけれども、確かにおっしゃるとおりでありまし

て、患者に対する長期手法なんかも１つ要因はしているわけなん

ですけれども、その辺のところも先生方のほうには、これをある

程度見直しして患者数の増につなげてもらいたいという要望も

しておりまして、医局会等で話し合いをしております。 

それとあとは特に皮膚科のあった翌日の診療でございますけ

れども、皮膚科がある診察日には患者さんもそれを目当てに来て

おりますので、どうしても皮膚科のほかに内科とか外科とか整形

のほうを受けていくということになりまして、その翌日が極端に

少なくなるということも見受けられます。 

それから病院の審議会で経営状況を審議しているのかという

ことでございますけれども、こちらのほうでは新年度の予算、そ

れから決算見込みということで２月２７日に運営審議会を開催

して審議をいただいているところなんでございますけれども、確

かに経営状況は今年度は特に思わしくないので、それらの状況を

報告しておりますが、それに対する改善策等をどう立てていくの

かというようなこともいろいろと質疑されておりまして、委員の

方々には真剣に病院のことを考えて討議いただいております。 

それから病院の開設者の件なんですけれども、当院の場合は公

営企業法の一部を適用しております。財務に関する部分だけなん
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ですけれども、一部適用ということでやっておりまして、町長が

開設者ということになっております。 

これは全部適用した場合には病院の管理者ということで院長

か、あるいは新たに開設者を設ける、例えば三沢の市民病院とか

八戸、十和田がそうなんですけれども、これも経営改革の１つで

はあるわけなんですが、ただ、これをやったからといって、すべ

てそれが収入に結びついていくかとなると、それはそうでもない

ということでありまして、ただ、権限が増大されますので、管理

者の権限が増大されますので、そういう意味ではスピーディーに

対応できるかとは思います。 

あともう１つ、昼に医者が出て歩いたりしているということな

んですけれども、確かにそういう者も見受けられますが、診療が

一たん終了して入院患者も抱えているわけですので、あいている

時間に早めに食事を済ませて、それで入院患者のほうの診察にも

当たるということもしておりますので、その辺のところはご理解

いただきたいと思います。 

私のほうは以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 ほかにございませんか。 

ちゃんとベル押せよ。手を挙げなきゃだめだ。 

３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

メモをしていましたので、ちょっと。 

それで確認をもう１つしたいと思います。 

審議会のほうはそれなりに検討しているというふうな、報告を

しながら検討しているというふうなことでわかりました。このま

までいきますと、２，０００万前後が赤字見込みだというふうな

ことで、私は、やはりこういうふうな企業会計が赤字になると、

なかなか解消は簡単でないと思います。 

だから、さっきも言ったように医師が外出して、それだけ暇だ

から外出ができるというふうな、さっき１４番議員が質問したよ

うに、入院患者で４７７人、外来患者で１，１１０人、一人当た

りの単価を掛ければ入院患者１日どのぐらいいっているかわか

りませんけれども、８，０００円だったら３，２００万も幾らも、

４，０００万近い金が減るわけで、そういうふうなもの、医師の
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病院経営に対する認識が私は希薄だなというふうな思いがする

わけですよ。 

ですから、そういうふうな意味では行政側のほうもやはり顔出

しをして医師を督励する、激励するような形で経営感覚を持たせ

ていたというふうなものも大事だと思いますし、やはり一番のウ

エートを占めているのが、職員の構成する約７割、８割が看護師

が占めているわけですけれども、やはりそういうふうな看護師教

育も徹底してなされているのか、やはりそういうふうなのが患者

サービスがちゃんと向上することによって患者もふえると思い

ますけれども、この辺の体制もぜひ開設者部局のほうでチェック

しておいてほしいと。そういうふうなものが総体的に体制が変わ

らないと、来年度予算もまた赤字になるようですと、これは本当

に由々しき問題ですよ。町長の認識をお伺いします。 

 

 佐々木議長 町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

病院経営について大変ご心配をかけておりますけれども、平野

議員も前は病院の事務長をやってきて、よくその内容はよくご存

じのことだと思っております。非常に患者さんの増減が結構あっ

たりしてインフルエンザが発生するとどっと来たりということ

で経営に金額的にも非常に動きが出てきております。 

そしてまた、看護師確保についても人件費が嵩むというのは、

やはり正職員、正看護師、正職員採用によるところも結構あるな

と思っているのですが、しかし、そうしないと人材確保はもうで

きない病院事情、看護師事情になっておりますので、それらも含

めて、やはり確保しながらしっかりとした医師がしっかりする、

看護師もしっかりする、教育もしっかりするということで、これ

は病院院長を初めとしたスタッフががっちりと一致団結して意

思の疎通を図りながら経営に感覚を持って当たらなければ、これ

からの経営もなかなかまた厳しい状況があると思っております

ので、私は開設者でありますので、その点、院長とも、医局とも、

スタッフともよく懇談をしながら、話をしながら引き締めを図っ

て、それこそ経営感覚を持つようにということで、またさらにそ

れこそ叱咤激励をしながら前へ進みたいと思っていますので。今

回は残念ながら、なかなか厳しいというのは事務長のほうから伺
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っておりますし、いろいろな方に伺っております。何としてもこ

れを。 

これまでもずっと黒字で来ました。平成１０年のときに赤字だ

ったんですけれども、それ以降はずっと黒字で来ました。もちろ

ん厚生労働大臣賞も受賞するくらいですから。そういったことで

非常にすばらしい経営をしてきたんですが、ここに来て今一度、

気を引き締め直さなければならないということでありますので、

頑張りますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

 佐々木議長 質疑の途中ですけれども、３時まで休憩いたします。 

  （休憩 午後２時５０分） 

 佐々木議長 休憩を取り消し、会議を行います。 

  （再開 午後３時００分） 

 佐々木議長 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

病院のこれからの経営について町長に１つお願いをしておき

ます。 

今、広域的にいろいろな部会がありまして、町長もその機会が

あると思いますし、私らも議員での広域的な組織があって交流し

ています。その中で、ぜひ広域連携というふうな枠組みの中で町

長には病院の医師の交流を積極的に基幹病院である市民病院と

できるように道筋をつけてほしい。それによっておいらせ病院の

医師の充足も高まり、内容も高まってくるんじゃないか。せっか

くこういうふうな広域の枠の中に、うちのおいらせ病院だけじゃ

なくて、五戸、名川病院と三戸、ありますから、そういうふうな

意味では各病院連携をちゃんとすることによって経営もよくな

るし、いろいろな医療サービスも充実されると思いますので、議

員として私もそういうふうな部会があれば提案しようかなと思

っていましたけれども、まずトップの町長が開設者として積極的

に道をつけていただくように要望して終わります。ありがとうご

ざいます。 

 

 佐々木議長 ４番、楢山忠議員。 

 

質疑 ４番 ４８ページ、支出のところなんですが、区分の１の給料のこと
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（楢山 忠君） で減額１３９万ですか、この減額になった理由と、それから、も

う１点は、旅費のほうで各種学会研修旅費、これも１５０万ぐら

い減額になっている。そしてまた、下のほうで看護師給の臨時看

護師の支給が１６０万ぐらい減額になっている。この理由をちょ

っと教えていただけますか。 

 

 佐々木議長 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、臨時医師給の減額でございますけれども、当院の病院に

は常勤の先生が、ドクターが６人おりまして、そのほかに非常勤

の臨時の先生にも診療等をお願いしております。特に当直をお願

いしておりますが、その中の１人の医師が昨年の５月までは来て

いただいたんですけれども、それ以降、毎月第２週の土日来てい

ただいておりましたけれども、本人の体調もすぐれなくなりまし

て、６月以降からは来てもらえないというんですか、来ることが

できなくなりました。それでその分を減額しております。 

それから研究研修費でございますけれども、こちらの旅費でご

ざいますが、ここのところでは当初予算で総額で４５５万ほど見

込んでおります。これは医師、看護師、そのほかの医療にかかわ

る者の出張旅費、それから各種学会等の参加費、こちらのほうを

予算措置しておりますが、ここの部分に関しましては、参加者が

まず少なかったということがまず１つの要因であります。毎年、

医師のほうも、国内の研修にあっては年２回、それから、そのほ

かのコメディカルのほうに関しましても年１回とかというふう

なことで研修の回数等は計画しておりますが、それに満たってい

なかったということになります。 

それから、訪問看護ステーションのほうの臨時看護師の減額で

すけれども、こちらの減額は９月末で訪問看護ステーションのほ

うの臨時の看護師が退職したということでの減額となります。 

以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長 ４番。 

 

質疑 ４番 まず、臨時医師の関係なんですが、これは何科の医師だったの
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（楢山 忠君） か。また、研修に行けないというふうなことということは、医師

の方または看護婦の職員数等の足りなくて、そういうところに行

けないというふうなことなのかどうか。今それこそマスコミでも

いろいろ報道されていますけれども、誤診の問題とかいろいろな

のが出てきている。そういうふうなことがあるんで、できるだけ

勉強する機会はしっかりとやっていただきたいと、そういうふう

に思います。これについてお答えをお願いします。 

 

 佐々木議長 答弁を求めます。 

病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

それでは、お答えいたします。 

臨時医師の受け持ちの科目でございますけれども、整形外科で

ございます。 

それから研修でございますけれども、医師６名おりますが、皆

さんには全員に研修を受ける機会を与えておりますが、ドクター

によっては、そういう学会には出席しない方もおりますし、年２

回あるいは１回というドクターもおります。 

それから看護師のほうなんですけれども、毎年１回は看護師の

大会のほうに行って発表なんかもさせたりはしておりますが、ど

うしてもここに来て看護師が訪問看護のほうにも余分に行った

りもしまして研修に出る機会がなかなか難しくなったという面

もありますので、その辺のところをご理解いただいて、来年度以

降こういう研修なんかにも積極的に参加して、先ほど平野議員か

らもご指摘がありましたけれども、いろいろな研修機会を通して

資質の向上を図っていきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

 佐々木議長 ４番。 

 

質疑 ４番 

（楢山 忠君） 

臨時医師なんですが、整形外科というと、お年寄りが一番世話

になるのが整形外科なんで、そこら辺もまた患者数の減になる要

素になっている可能性もあるんじゃないかなと、そういうふうに

も思います。 

利用者、患者さんの声としては、ＣＴ、それから高度の医療機
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械をせっかく入れたのに、なかなかそれを使って診査をしてもら

えないというふうな声も上がっているということも事実です。い

ろいろ先生の見立てのほうが強くて、そこまでいかない面が多い

んだということですね。他の病院では、すぐ行くと、もうＣＴな

り高度医療のほうにどんどん回して、お金が幾らかかるか、どう

でもいいというわけじゃないでしょうけれども、やはり患者さん

もそういうふうな高度の医療、機械なんかのデータが出ると何と

なく安心するというのが今、現代だろうと、そういうふうに思う

ので、その診療方法もちょっと検討してみたらどうでしょうか。

そうすることによって、いくらかでも手術料なりいろいろな面で

の収入につながっていくんじゃないかなと思います。 

以上です。 

 

 佐々木議長 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

そういう高度の医療機械を使っての受診が少ないというよう

なお話なんですけれども、そういうＣＴなり、あるいはレントゲ

ンなりを使うということは、医師がその患者の状態を判断して行

うわけなんですけれども、確かに使えば利用料も使用料も発生し

てきますので利益にはつながりますが、どうしてもどんどん使っ

てやってくれというようなことは我々事務を担当する者として

も医師のほうにはなかなか言いづらいということがありますが、

適切な使用に関しては積極的に使うようにお話ししていきたい

と考えておりますし、先生方にも医局会等を通して、例えば検査

とかそういうふうなものも、例えば我々健常者が人間ドックなん

かを受けると、それでもどこかが引っかかったりするわけで、ま

して患者で病院に来ているとなると病気を持っている方がいっ

ぱいおりますので、そういう意味では定期的に検査なり、こうい

うＣＴを撮るなり、そういう、新しく病気を発見する場合もあり

ますので、その辺のところは定期的なそういう診断をするように

促しておりますので、これからも先生方にはそういうことを進め

るように図っていきたいと考えております。 

以上です。 
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 佐々木議長 ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 なしと認め、討論を終わります。 

これから議案第３５号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

散会宣告 佐々木議長 これで本日の日程はすべて終了いたしました。 

これで本日の会議を閉じます。 

 

次回日程の 

報告 

佐々木議長 あす１１日は午前１０時から予算特別委員会を開き、付託され

た議案の審査をお願いいたします。 

本日はこれで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午後３時１３分） 

 

 事務局長 

（袴田光雄君） 

修礼を行いますので、ご起立願います。 

礼。 

お疲れ様でした。 

 
 


